




 

Oakbridge-CXスーパーコンピュータシステム 利用負担金表（2023年 4月 1日） 

※Oakbridge-CX においてもパーソナルコースとグループコースの区分を廃止し、これまでのパーソナルコースは一般申込に統

合した。 

※トークン消費係数は 1.00，ただしトークン消費係数 1.50 のノード群(優先利用向け)を全体の 15%程度設ける。 

※1ジョブで利用可能な最大ノード数は 256 ノード。 

※括弧（）内は付与するトークン量。実行したジョブのノード時間積と消費係数に応じてトークンが消費される。 

付与したトークンは，利用期間内に全量が使用できることを保証するものではない。 

トークンは利用期間内に限り有効とし，利用終了後に残量がある場合でも繰越や利用負担金の返還は行わない。 

トークンの他のシステムへの移行については，「トークン移行におけるトークン量の換算表」を参照。 

※ノード固定の申し込みには審査を要する。 

※/home のディスク容量は複数のグループに所属している場合でも利用者当り 50GB固定。 

 

 

トークン移行におけるトークン量の換算表 

移行先 

移行元 

Oakbridge-CX 

システム 

Wisteria/BDEC-01 

システム 

Oakbridge-CX システム － 1.6 

Wisteria/BDEC-01 システム 0.6 － 

移行先に追加されるトークン量＝移行トークン量×係数 

 

 

 

  

区分 
負担金額（税込） 

ディスク容量 備考 
大学・公共機関等 企業 

一般申込 

申込 1セット当り 

150,000円 

（8,640 トークン） 

申込 1セット当り 

180,000円 

（8,640 トークン） 
グループ 1セット当り 

/work 4TB 

利用者当り 

/home 50GB 

利用期間 12 か月の金額・ト

ークン量 

（利用期間は1ヶ月単位で設

定可） 
ノード固定 

申込 1セット当り 

225,000円 

（8,640 トークン） 

申込 1セット当り 

270,000円 

（8,640 トークン） 

一般申込 

（最小セット） 

12,500 円 

（720 トークン） 
 

/work 4 TB 

利用者当り 

/home 50 GB 

利用期間は当該年度末まで 

トークン量追加 
12,500円 

（720 トークン） 

15,000円 

（720 トークン） 
  

ディスク容量追加 6,480円／（1TB*年）  
1TB単位で申込可 

（/workのみ） 

注意事項（Wisteria/BDEC-01, Oakbridge-CXスーパーコンピュータシステム 共通） 
・ 「大学・公共機関等」は大学，高等専門学校及び大学共同利用機関，文部科学省所管の独立行政法人，学術研究及び学術振興

を目的とする国又は地方公共団体が所管する機関，並びに文部科学省科学研究費補助金の交付を受けて学術研究を行う者に

適用する。 

・ 「企業」の申し込みには，企業利用申込書添付書類の提出および審査を要する。 
・ 利用期間は，利用開始月から終了月の末日またはサービス休止前までとする。利用期間内に計算機利用を中止した場合であっ
ても利用負担金額の変更は行わない。年度の途中で利用開始または終了する場合の負担金額は月数別利用負担金表（Web ペ
ージ）を参照すること。 

・ 前掲の利用負担金表は基本セットの内容であり，最小セットについては Web ページを参照すること。 
・ 利用負担金は，原則として利用開始月に応じ，以下の月に一括して請求する。  
  - 利用開始月が 4月から 9月までは 12月，10月から 12月までは 3月，1月から 3月までは 3月末。 
  - 前年度内に事前申込をした分については，利用開始月に関わらず，11月の請求となる。 
・ 利用負担金額が減額となる変更はできない。 
・ ディスク量は，グループ全体の上限値である。 
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スーパーコンピュータシステム ジョブクラス制限値 
 
Wisteria/BDEC-01スーパーコンピュータシステム（Wisteria-O） ジョブクラス制限値（2022年 8月 2日） 

キュー名※１ 
ノード数※２ 

（最大コア数） 

制限時間 

（経過時間） 

メモリー容量 

（ＧiＢ）※３ 
一般申込 

公募制度 

による申込 

debug-o 1 ～ 144 (6,912)     30分 28 ○ ○ 

short-o 1 ～ 72 (3,456)    8時間 28 ○ ○ 

(regular-o) 
small-o 
medium-o 
large-o 
x-large-o 

 
1 ～ 

145 ～ 
577 ～ 

1,153 ～ 

 
144 
576 

1,152 
2,304 

 
(6,912) 

(27,648) 
(55,296) 

(110,592) 

  
  48時間 
 〃  
 〃  
  24時間 

 
28 
〃 
〃 
〃 

 
○ 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 
○ 

priority-o 1 ～ 288 (13,824)   48時間 28 ○ ○ 
challenge-o 1 ～ 7,680 (368,640) 24時間 28 ★ ★ 

(interactive-o) ※４ 

interactive-o_n1 

interactive-o_n12 

 

 

2 ～ 

 

1 

12 

 

(48) 

(576) 

  

   2時間 

    10分 

 

28 

〃 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

prepost  1 (56) 6時間 340 ○ ○ 
prepost1_n1 ～ 
prepost4_n1 

 1 (56) 1～6時間 340 ○ ○ 

prepost1_n4 1 ～ 4 (224) 1～6時間 340 ○ ○ 

prepost1_n8 1 ～ 8 (448) 1～6時間 340 ○ ○ 
★  審査による課題選定の上，月１回の一定期間のみ利用可能（原則として月末処理日前日の朝～翌日朝） 
※１ キューの指定(〝#PJM  -L “rscgrp=キュー名” ″) は，regular-o，debug-o，short-o を小文字で指定する 
    regular-o キューはノード数の指定（〝#PJM  -L “node=ノード数” ″）でノード数別のキューに投入される 
※２ トークンの消費係数は 1 ノード当り 1.00。ただし priority-o は優先利用ノード群のためトークン消費係数は 1.50 
※３ １ノード当りの利用者が利用可能なメモリー容量 
※４ インタラクティブジョブの起動は次のとおり （トークン消費なし） 

pjsub --interact –g グループ名 -L “rscgrp=interactive-o,node=ノード数” 

 

 
Wisteria/BDEC-01スーパーコンピュータシステム（Wisteria-A） ジョブクラス制限値（2021年 5月 14日） 

キュー名※１ 
ノード数・GPU数※２ 

（最大 GPU数） 

制限時間 

（経過時間） 

メモリー 

容量（ＧiＢ） 

※３ 

一般申込 
公募制度 

による申込 

GPU 

専有申込 
ノード固定 

debug-a  1 ノード (8)     30分 448 ○ ○ ○ ○ 

short-a 1 ～ 2 ノード (16) 2時間 448 ○ ○ ○ ○ 

(regular-a) 
small-a 
medium-a 
large-a 

 
1 ～ 
3 ～ 
5 ～ 

 
2 ノード 
4 ノード 
8 ノード 

 
(16) 
(32) 
(64) 

 
  48時間 

〃  
  24時間 

 
448 
〃 

  〃 

 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 

share-debug 1, 2, 4 GPU     30分 56 ○ ○ ○ ○ 

share-short 1, 2, 4 GPU 2時間 56 ○ ○ ○ ○ 

(share) 
share-1 
share-2 
share-4 

 
1 GPU 
2 GPU 
4 GPU 

 
  48時間 

〃  
  24時間 

  56 
  〃 
  〃 

 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 

challenge-a 1 ～ 39 ノード (312)   24時間 448 ★ ★ ★ ★ 

任意  1 ノード (8) 任意 ※４ 448 × × ○ ○ 

interactive-a ※５ 
share-interactive 

 
1 ノード 

1 GPU 
(8) 

    10分 
〃 

56 
〃 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

★  審査による課題選定の上，月１回の一定期間のみ利用可能（原則として月末処理日前日の朝～翌日朝） 
※１ キューの指定(〝#PJM  -L “rscgrp=キュー名” ″) は，regular-a，debug-a，short-a を小文字で指定する 
    regular-a キューはノード数の指定（〝#PJM  -L “node=ノード数” ″）でノード数別のキューに投入される 
※２ トークンの消費係数は 1GPU当り 3.00 
※３ １ノード当りの利用者が利用可能なメモリー容量 
※４ 申込ノード数の合計以内ならば，キュー名・制限時間（原則 48時間以内）は相談の上，任意に設定可能 
※５ インタラクティブジョブの起動は次のとおり （トークン消費なし） 

pjsub --interact –g グループ名 -L “rscgrp=interactive-a,node=ノード数” 
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Oakbridge-CXスーパーコンピュータシステム ジョブクラス制限値（2019年 7月 1日） 

キュー名※１ 
ノード数※２ 

（最大コア数） 

 制限時間 

 （経過時間） 

メモリー 

容量 

（ＧＢ） 

※３ 

一般

申込 

ノード

固定 

debug 1 ～ 16 (896)  30分 168 ○ ○ 

short 1 ～ 8 (448)  8時間 168 ○ ○ 

shm ※４ 1 ～ 8 (448) 24時間 168 ○ ○ 

(regular) 
small 
medium 
large 
x-large 

 
1 ～ 

17 ～ 
65 ～ 

129 ～ 

 
16 
64 

128 
256 

 
(896) 

(3584) 
(7168) 

(14336) 

  
 48時間 
 〃  
 〃  
 24時間 

 
168 
〃 
〃 
〃 

 
○ 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 
○ 

challenge 1 ～ 1368 (76608)  24時間 168 ★ ★ 
任意 申込数 任意 ※５ 168 × ○ 

(interactive) ※６ 

interactive_n1 

interactive_n8 

 

 

2 ～ 

 

1 

8 

 

(56) 

(448) 

  

 2時間 

 10分 

 

168 

〃 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 
★  審査による課題選定の上，月１回の一定期間のみ利用可能（原則として月末処理日前日の朝～翌日朝） 
※１ キューの指定(〝#PJM  -L “rscgrp=キュー名” ″) は，regular，debug，short を小文字で指定する 
    regular キューはノード数の指定（〝#PJM  -L “node=ノード数” ″）でノード数別のキューに投入される 
※２ トークンの消費係数は 1.00 
※３ １ノード当りの利用者が利用可能なメモリー容量 
※４ shared memory (/dev/shm)の利用上限値は，通常は各計算ノードに搭載される物理メモリ(192 GiB)の 50%， 

shmキューを構成する計算ノードのみ 90% 

※５ 申込ノード数の合計以内ならば，キュー名・制限時間（原則 48時間以内）は相談の上，任意に設定可能 
※６ インタラクティブジョブの起動は次のとおり （トークン消費なし） 

pjsub --interact –g グループ名 -L “rscgrp=interactive,node=ノード数” 
 
 

大規模共通ストレージシステム 利用負担金表 

 

大規模共通ストレージシステム(第１世代、Ipomoea-01) 利用負担金表（2022年 6月 1日） 

区分 負担金額（税込） 

一般申込 

【大学・公共機関等 7,200 円, 企業 8,640 円】（1TBの場合，年額） 

（ディスク容量ごとの負担金額は下表参照, 利用期間は 1 ヶ月単位で設定可） 

利用者番号登録数    制限なし 

 

並列ファイルシステム ディスク容量 大学・公共機関等 企業 

1 TB 7,200円/年 8,640円/年 

[10 TBまで 1 TB追加当たり] [4,200円/年] [5,040円/年] 

10 TB 45,000円/年 54,000円/年 

[100 TBまで 1 TB追加当たり] [3,000円/年] [3,600円/年] 

100 TB 315,000円/年 378,000円/年 

[1,000 TBまで 1 TB追加当たり] [2,400円/年] [2,880円/年] 

1,000 TB 2,475,000円/年 2,970,000円/年 

[以降 1 TB追加当たり] [2,100円/年] [2,520円/年] 

 

※ 東京大学情報基盤センターのスーパーコンピュータシステムのいずれかに利用者番号（教育

利用，講習会を除く）を有する場合，利用者ごとにディスク容量 5 TB を無償で付与し、グループ

ごとに登録されているシステム（トークン移行先のシステムを除く）で付与されているディスク容量

の 15%を無償で付与する。いずれも申込不要。 

ディスク容量追加 

申込時点のディスク容量に応じて，1 TB追加当たりの負担金額は下表参照 

（無償で付与されたディスク容量は「申込時点のディスク容量」に含まない） 

 

申込時点のディスク容量 大学・公共機関等 企業 

1 TB未満 7,200円/年 8,640円/年  

1 TB以上    10 TB未満 4,200円/年 5,040円/年  

10 TB以上   100 TB未満 3,000円/年 3,600円/年  

100 TB以上 1,000 TB未満 2,400円/年 2,880円/年  

1,000 TB以上 2,100円/年 2,520円/年  
 

※利用期間については利用開始月から当該年度のサービス終了月までとし，年度を超えないものとする。利用期間の指定があ

る場合は利用終了月までとする。 

※ディスク容量は利用期間内に限り有効とし，利用終了後に残存しているデータは削除するものとする。 

※ディスク容量追加の負担金額は追加単位額に追加する資源量および利用期間を乗じたものとする。 

※ファイル，ディレクトリの総数制限についてはディスク容量に比例した値を別途定めるものとする。 
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センターから 

サービス休止等のお知らせ 

年 月下旬からの計算機及びストレージシステムのサービス予定は以下のとおりです。

 
Wisteria/BDEC-01スーパーコンピュータシステム  
 
○ スーパーコンピュータシステム サービス休止のお知らせ 

日 付 利用者サービス センター内作業 

月 日（金）～ ～ までサービス休止 年度末処理

月 日（水）

月 日（金） ～ までサービス休止 月末処理

月 日（金） ～ までサービス休止 月末処理

・ システムは，原則 時間サービスを行っています。

ただし，月末処理日 原則として毎月最終金曜日 はサービスを停止します。

○ スーパーコンピュータシステム 大規模 チャレンジ のお知らせ（ ）

大規模 チャレンジ 実施期間 

月 日 木 ～ まで

月 日 木 ～ まで

月 日 木 ～ まで

・上記期間中， の

ノード固定及び講義用キューのサービスを休止します。

ログインノードは通常どおり利用できます。

Oakbridge-CXスーパーコンピュータシステム  
 
○ スーパーコンピュータシステム サービス休止のお知らせ 

日 付 利用者サービス センター内作業 

月 日 金 ～ ～ までサービス休止 年度末処理

月 日（水）

月 日 水 ～ までサービス休止 月末処理

月 日 水 ～ までサービス休止 月末処理

・ システムは，原則 時間サービスを行っています。

ただし，月末処理日 原則として毎月最終水曜日 はサービスを停止します。

○ スーパーコンピュータシステム 大規模 チャレンジ のお知らせ（ ）

大規模 チャレンジ 実施期間 

月 日 木 ～ まで

月 日 火 ～ まで

月 日 火 ～ まで

・上記期間中， の ノード固定 及び 講義用キューのサービスを

休止します。ログインノードは通常どおり利用できます。
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センターから 

サービス休止等のお知らせ 

年 月下旬からの計算機及びストレージシステムのサービス予定は以下のとおりです。

 
Wisteria/BDEC-01スーパーコンピュータシステム  
 
○ スーパーコンピュータシステム サービス休止のお知らせ 

日 付 利用者サービス センター内作業 

月 日（金）～ ～ までサービス休止 年度末処理

月 日（水）

月 日（金） ～ までサービス休止 月末処理

月 日（金） ～ までサービス休止 月末処理

・ システムは，原則 時間サービスを行っています。

ただし，月末処理日 原則として毎月最終金曜日 はサービスを停止します。

○ スーパーコンピュータシステム 大規模 チャレンジ のお知らせ（ ）

大規模 チャレンジ 実施期間 

月 日 木 ～ まで

月 日 木 ～ まで

月 日 木 ～ まで

・上記期間中， の

ノード固定及び講義用キューのサービスを休止します。

ログインノードは通常どおり利用できます。

Oakbridge-CXスーパーコンピュータシステム  
 
○ スーパーコンピュータシステム サービス休止のお知らせ 

日 付 利用者サービス センター内作業 

月 日 金 ～ ～ までサービス休止 年度末処理

月 日（水）

月 日 水 ～ までサービス休止 月末処理

月 日 水 ～ までサービス休止 月末処理

・ システムは，原則 時間サービスを行っています。

ただし，月末処理日 原則として毎月最終水曜日 はサービスを停止します。

○ スーパーコンピュータシステム 大規模 チャレンジ のお知らせ（ ）

大規模 チャレンジ 実施期間 

月 日 木 ～ まで

月 日 火 ～ まで

月 日 火 ～ まで

・上記期間中， の ノード固定 及び 講義用キューのサービスを

休止します。ログインノードは通常どおり利用できます。

 
大規模共通ストレージシステム（Ipomoea-01）  
 
○ サービス休止のお知らせ

日 付 利用者サービス センター内作業 

月 日 金 ～ ～ までサービス休止 年度末処理

月 日（水）

・ は，原則 時間サービスを行っています。

ただし，月末処理等実施のためサービスを停止する場合もあります。

・ サービス休止期間中においては，他システムからの ストレージへのアクセスも行うことはできません。

【注意事項】

・ サービス休止等の計画は原稿作成時の予定です。やむを得ずサービスを変更したり，休止したりする場合がありますので，最新の情報

は 時のメッセージ及びスーパーコンピューティング部門の ページの運用スケジュール

をご確認ください。

・ 平日の ～ 以外，休日 土・日・祝日等 は，システム障害等でサービスが停止した場合，運転を継続できない場合がありま

す。その場合は，その時間をもってサービスを中止しますのでご了承ください。

及び における大規模 チャレンジについて、新型コロナウイルス感染症の状況次第で実施時間・実

施条件の変更や、中止となる可能性があります。詳細は ページ をご覧ください。
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システム変更等のお知らせ 
(2023.1.1 － 2023.2.28 変更) 

 
1. ハードウェア 

 
1.1 Wisteria/BDEC-01 スーパーコンピュータシステム    … なし 
 
1.2 Oakbridge-CX スーパーコンピュータシステム    … なし 

 
1.3 Ipomoea-01 大規模共通ストレージシステム     … なし 

 
2. ソフトウェア 

 
2.1 Red Hat Enterprise Linux 8 (Wisteria/BDEC-01)  
 
 Aquarius 

CP2K v2023.1 (2023.1.27) 
Parallel HDF5 (NVIDIA HPC SDK v22.7 で構築) v1.12.2 (2023.1.27) 
netCDF 並列版 (NVIDIA HPC SDK v22.7 で構築) v4.9.0 (2023.1.27) 
Parallel netCDF  (NVIDIA HPC SDK v22.7 で構築) v1.12.3 (2023.1.27) 

 
 ログインノード 

Parallel HDF5  (NVIDIA HPC SDK v22.7 で構築) v1.12.2 (2023.1.27) 
netCDF 並列版 (NVIDIA HPC SDK v22.7 で構築) v4.9.0 (2023.1.27) 
Parallel netCDF  (NVIDIA HPC SDK v22.7 で構築) v1.12.3 (2023.1.27) 

 
インストールを実施しました。利用方法については、利用支援ポータルのお知らせ、 
またはドキュメント閲覧より利用手引書をご覧ください。 

 
2.2 Red Hat Enterprise Linux 7, CentOS 7 (Oakbridge-CX)  
 

oneAPI ver2022.3.1 (2023.2.9) 
 
インストールを実施しました。利用方法については、利用支援ポータルのお知らせ、 
またはドキュメント閲覧より利用手引書をご覧ください。 

 
2.3 Red Hat Enterprise Linux 8 (Ipomoea-01)     … なし 

 

3. その他 
 

3.1 Oakbridge-CX サービス終了について (再掲) 
 

Oakbridge-CX スーパーコンピュータシステムは 2023 年 9 月末をもってシステムを停止し、すべての

サービスを終了致します。詳細について決まり次第 Web ページ、メール、スーパーコンピューティングニ

ュースにて順次ご連絡致します。 
 
Oakbridge-CX サービス終了にあたっては以下の点にご注意ください。 
 
 2023年度のOakbridge-CX のご利用は、最長でも6ヶ月間のご利用となります。 
 サービス終了後のスーパーコンピュータのご利用につきましては Wisteria/BDEC-01 をご検討くだ

さい。 
 一般利用にて Oakbridge-CX をご利用の方は「トークン移行」を行うことが可能です。

Wisteria/BDEC-01 への移行をご検討の利用者様につきましては「トークン移行」も併せてご参考く

だ さ い 。「 ト ー ク ン 移 行 」 に つ い て の 詳 細 は Web ペ ー ジ (https://www.cc.u-
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さい。 
 一般利用にて Oakbridge-CX をご利用の方は「トークン移行」を行うことが可能です。

Wisteria/BDEC-01 への移行をご検討の利用者様につきましては「トークン移行」も併せてご参考く

だ さ い 。「 ト ー ク ン 移 行 」 に つ い て の 詳 細 は Web ペ ー ジ (https://www.cc.u-

tokyo.ac.jp/guide/application/transfer_token.php)をご参照ください。 
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移行作業は利用者様ご自身で実施願います。 
 

3.2 Intel コンパイラ脆弱性対応に伴うデフォルトバージョン変更について 
 

各スーパーコンピュータシステムにインストールされている Intel コンパイラに脆弱性が存在すること

が判明したため2 月 13 日（月）にアップデートを行い、デフォルトコンパイラのバージョンを以下のとお

り変更いたしました。デフォルトコンパイラのバージョンより前のバージョンでは、C/C++コンパイラ(icc、
icpc、icx、icpxコマンド)が利用できません。Fortranコンパイラは利用可能です。 

 
Oakbridge-CX:  ver2020.4.304 ->  ver2022.3.1 

Wisteria/BDEC-01:  ver2021.2.0    ->  ver2023.0.0 
 
デフォルトコンパイラのバージョン変更に伴い、以下の点にご注意ください。 
 
 変更前のバージョンで構築されていたアプリケーション・ライブラリは変更後のバージョンで再構築

中のため、Intel コンパイラのバージョンを指定せずアプリケーション・ライブラリを使用している場

合は、Environment Modules設定に失敗いたします。変更前のバージョンを明示的に指定してアプリ

ケーション・ライブラリをご使用ください。 
 変更後のバージョンによるアプリケーション・ライブラリの再構築には時間を要する見込みです。利

用可能なアプリケーション・ライブラリは show_module コマンドでご確認ください。再構築完了後

には変更前のバージョンで構築されたアプリケーション・ライブラリは利用不可となります。 
 変更後のバージョンでC/C++コンパイラ(icc/icpc)を使用した場合、以下のメッセージが出力されます。

コンパイル・リンクには影響ございません。 
 
icc: remark #10441: The Intel(R) C++ Compiler Classic (ICC) is deprecated and will be removed 

from product release in the second half of 2023.  
The Intel(R) oneAPI DPC++/C++ Compiler (ICX) is the recommended compiler moving forward. 

Please transition to use this compiler.  
Use '-diag-disable=10441' to disable this message. 
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2023 年度の利用負担金値上げとシステムの縮退運転について (再掲) 

 

スーパーコンピューティング部門 

 

 

昨今の電気料金高騰に伴い、各システムの電気料金が利用負担金収入を大幅に上回ることが見込まれることから収

支を勘案し、2023 年度利用負担金について値上げを実施させていただくこととしました。利用者皆様にはご負担をお

かけすることになりますが、ご理解、ご協力の程よろしくお願い致します。 
 
電気料金は、今後も上がり続ける可能性が高く、2023年1月時点では 2023 年度利用負担金について、一律 2 倍

とする必要があります。しかし、各利用者において 2 倍の予算を用意していただくのは困難であるため、以下のとおり、

利用負担金値上げに加え、システムの縮退運転を組み合わせた対応とさせていただきます。 
 
 2023 年度利用負担金は、一律 2022 年度比 1.5 倍とします。ただし、ディスク追加料金および 

Ipomoea-01 利用負担金は据え置きとします。 
 
 2023年度は、消費エネルギーの多い Wisteria/BDEC-01 Odyssey の計算ノードの 25 ％を 

稼働停止とします。 
(Wisteria/BDEC-01 Aquarius および Oakbridge-CX の計算ノードは縮退運転の対象外です) 

 
2023 年度中に、もし電気料金の状況が好転した場合は、Odyssey の計算ノードの稼働を増やす予定です。また、

可能であれば、2024 年度の利用負担金の再度見直しを検討しております。 
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利用負担金の改正について 

 

スーパーコンピューティング部門 

 

 

2023 年 4 月 1 日より、利用規程別表を改正します。本改正は、本誌関連記事「2023 年度の利用負担金値上げとシ

ステムの縮退運転について(再掲)」にてご案内の、昨今の電気料金高騰に伴う利用負担金の値上げに相当するものと

なります。主な改正点は以下のとおりです。 
 

 
(1) スーパーコンピュータシステムにおける利用負担金の改正 

Oakbridge-CX スーパーコンピュータシステムおよび Wisteria/BDEC-01 スーパーコンピュータシステムにお

ける 2023 年利用負担金を、2022 年度比 1.5 倍といたします（利用規程別表 1、2、3、4）。ただし、ディスク追

加料金及び Ipomoea-01利用負担金は据え置きとします。 
 

(2) トライアル利用負担金の改正 
(1)について、トライアル利用負担金表に適用いたします(トライアル実施要領別表1、2、3、4)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最新情報は、本センターWeb ページに掲載の「利用申込書・記入要領」より、各システムおよびコースの利用負担金

表をご覧ください。なお、利用規程につきましても、本センターWebページに掲載しておりますので併せてご覧ください。 
 
- スーパーコンピューターシステム利用規程 （https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/guide/application/rules.php） 
- 利用申込書・記入要領 （https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/guide/application/guideline.php） 
- トライアル （https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/guide/trial/） 
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最新情報は、本センターWeb ページに掲載の「利用申込書・記入要領」より、各システムおよびコースの利用負担金

表をご覧ください。なお、利用規程につきましても、本センターWebページに掲載しておりますので併せてご覧ください。 
 
- スーパーコンピューターシステム利用規程 （https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/guide/application/rules.php） 
- 利用申込書・記入要領 （https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/guide/application/guideline.php） 
- トライアル （https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/guide/trial/） 
  



別表１（利用規程第１３条関係） 
 

大規模超並列スーパーコンピュータシステム利用負担金表（Oakbridge-CXシステム） 

区 分 利   用   負   担   金   額 

大 

規 

模 

超 

並 

列 

ス 

ー 

パ 

ー 

コ 

ン 

ピ 

ュ 

ー 

タ 

シ 

ス 

テ 

ム 

一般申込 

基本セット（年額） 【大学・公共機関等150,000 円, 企業180,000 円】 
（複数セット申込可, 利用期間は1ヶ月単位で設定可） 

トークン量          8,640 トークン 
（1ノード, 24時間×360日相当, 1セット当たり) 

トークン消費係数  1.00 ※ 
※ 消費係数1.50のノード群(優先利用向け)を全体の15%程度設ける 

ディスク容量        並列ファイルシステム グループにつき 4 TB 
(1セット当たり) 

利用者番号登録数    制限なし 

ノード固定 

（要審査） 

基本セット（年額） 【大学・公共機関等225,000 円, 企業270,000 円】 
(1ノード1年分, 複数セット申込可, 利用期間は1ヶ月単位で設定可) 

トークン量          8,640 トークン 
（1ノード, 24時間×360日相当, 1セット当たり) 

トークン消費係数  1.00 ※ 
※ 消費係数1.50のノード群(優先利用向け)を全体の15%程度設ける 

ディスク容量        並列ファイルシステム グループにつき 4 TB 
(いずれも1セット当たり) 

利用者番号登録数    制限なし 

ディスク容量追加 並列ファイルシステム          1 TB につき 【6,480 円/年】 

トークン量追加 
  【大学・公共機関等  12,500 円，企業15,000 円】 

720 トークン（1ノード, 24時間×30日相当） 

(注)上記の利用負担金額は総額表示である。尚，月数別利用負担金については別表２に定める。 
 
最小セット利用負担金表（Oakbridge-CXシステム） 

区 分 利   用   負   担   金   額 

大 
規 

模 

超 

並 

列 

ス 

ー 

パ 

ー 

コ 
ン 
ピ 
ュ 

ー 

タ 

シ 

ス 

テ 

ム 

一般申込 

最小セット 【大学・公共機関等12,500 円】 
トークン量          720 トークン（1ノード, 24時間×30日相当） 
トークン消費係数  1.00 ※ 
※ 消費係数1.50のノード群(優先利用向け)を全体の15%程度設ける 

ディスク容量        並列ファイルシステム グループにつき 4 TB 
利用期間      当該年度末まで 
利用者番号登録数    制限なし 

ディスク容量追加 並列ファイルシステム          1 TB につき 【6,480 円/年】 

トークン量追加 
  【大学・公共機関等  12,500 円】 

720 トークン（1ノード, 24時間×30日相当） 

 
備考 
1 「大学・公共機関等」は第3条第1号，第2号，第3号，第4号，第6号および第8号に該当する者に適用する 
2 「企業」は第3条第7号に該当する者に適用する 
3  利用期間については利用開始月から当該年度のサービス終了月までとし，年度を超えないものとする。利用期間の

指定がある場合は利用終了月までとする 
4  トークンはジョブ実行ごとにノード時間積（経過時間×ノード数）にトークン消費係数を乗じた値を消費するものと

し，トークン残量が無くなった場合には，ジョブ実行は抑止される。但し，計算リソースの状況によって非優先ジョ
ブの実行を許可するものとする 
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5 計算資源を予約する申込においては，予約した期間およびノード数に相当するジョブ実行を行ったものとみなして，
トークンを消費するものとする 

6  トークンは利用期間内に限り有効とし，利用終了後にトークンの残量がある場合でも引継ぎおよび利用負担金の返
還は行わない 

7  付与したトークンは，利用期間内に全量が使用できることを保証するものではない 
8  トークンの一部を他のスーパーコンピュータシステムへ移行することができる。移行元と移行先でのトークン量の

対応については 別表５に定める 
9  ノード固定は審査によって認められた利用期間およびノード数にて占有利用できるものとする。但し，トークン残

量が無くなった時点で占有は解除される 
10 ノード固定の申込に提供するリソースは，申込状況やシステムの稼働状況により変更する場合がある。変更となっ

た場合の負担金額の適用については申し合わせによるものとする。 
11 追加オプションは利用期間内に限り有効とする 
12 追加オプションの負担金額は追加単位額に追加する資源量および利用期間を乗じたものとする 
13申込全体のトークン量が提供可能なトークン量の1.2倍を超えない場合に限り受け付けるものとする。但し，企業，

若手・女性，大規模HPCチャレンジ等の公募制度による利用，講義・講習会等の教育利用およびトライアルユース
等の申込においてはこの限りでない 

 
 
別表２（利用規程第１３条関係） 
 
大規模超並列スーパーコンピュータシステム月数別利用負担金 （Oakbridge-CX システム） 
 
一般申込 利用負担金表（単位 円） 

利用期間 
一般申込（1セットにつき） 

大学・公共機関等 (トークン量) 企業 (トークン量) 
12ヶ月 150,000  ( 8,640) 180,000  ( 8,640) 
11ヶ月 137,500  ( 7,920) 165,000  ( 7,920) 
10ヶ月 125,000  ( 7,200) 150,000  ( 7,200) 
9ヶ月 112,500  ( 6,480) 135,000  ( 6,480) 
8ヶ月 100,000  ( 5,760) 120,000  ( 5,760) 
7ヶ月 87,500  ( 5,040) 105,000  ( 5,040) 
6ヶ月 75,000  ( 4,320) 90,000  ( 4,320) 
5ヶ月 62,500  ( 3,600) 75,000  ( 3,600) 
4ヶ月 50,000  ( 2,880) 60,000  ( 2,880) 
3ヶ月 37,500  ( 2,160) 45,000  ( 2,160) 
2ヶ月 25,000  ( 1,440) 30,000  ( 1,440) 
1ヶ月 12,500  ( 720) 15,000  ( 720) 

括弧内は含まれるトークン量（単位はトークン） 
 
ノード固定 利用負担金表（単位 円） 

利用期間 
ノード固定（1セットにつき） 

大学・公共機関等 (トークン量) 企業 (トークン量) 
12ヶ月 225,000  ( 8,640) 270,000  ( 8,640) 
11ヶ月 206,300  ( 7,920) 247,500  ( 7,920) 
10ヶ月 187,500  ( 7,200) 225,000  ( 7,200) 
9ヶ月 168,800  ( 6,480) 202,500  ( 6,480) 
8ヶ月 150,000  ( 5,760) 180,000  ( 5,760) 
7ヶ月 131,300  ( 5,040) 157,500  ( 5,040) 
6ヶ月 112,500  ( 4,320) 135,000  ( 4,320) 
5ヶ月 93,800  ( 3,600) 112,500  ( 3,600) 
4ヶ月 75,000  ( 2,880) 90,000  ( 2,880) 
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3ヶ月 56,300  ( 2,160) 67,500  ( 2,160) 
2ヶ月 37,500  ( 1,440) 45,000  ( 1,440) 
1ヶ月 18,800  ( 720) 22,500  ( 720) 

括弧内は含まれるトークン量（単位はトークン） 
 
追加オプション 
トークン量 追加利用負担金表（単位 円） 

追加トークン量 大学・公共機関等 (トークン量) 企業 (トークン量) 
1ノード月相当 12,500  ( 720) 15,000  ( 720) 

括弧内は含まれるトークン量（単位はトークン） 
 
ディスク利用負担金表（単位 円） 

並列ファイルシステム（1TBにつき） 
1ヶ月 540 

 
 
別表３（利用規程第１３条関係） 
 

「計算・データ・学習」融合スーパーコンピュータシステム利用負担金表（Wisteria/BDEC-01システム） 
Wisteria-O (Odyssey)：Wisteria/BDEC-01 のシミュレーションノード群 
Wisteria-A (Aquarius)：Wisteria/BDEC-01 のデータ・学習ノード群 

区 分 利   用   負   担   金   額 

「 

計 

算 

・ 

デ 

ー 

タ 

・ 
学 
習 

」 

融 

合 

ス 

ー 

パ 

ー 

コ 

ン 

ピ 

ュ 

ー 

タ 

シ 

ス 

テ 

ム   

一 般 申 込 

Wisteria-O/A基本セット（年額）【大学・公共機関等90,000 円】 
（複数セット申込可, 利用期間は1ヶ月単位で設定可） 

トークン量          8,640トークン 
（1ノード (Wisteria-O)，24時間×360日相当，1セット当たり） 

トークン消費係数  Wisteria-O: 1.00（1ノード当たり）※ 
Wisteria-A: 3.00（1 GPU 当たり） 

        ※ 消費係数1.50のノード群（優先利用向け）を全体の15%程度設ける 
ディスク容量        共有ファイルシステム グループにつき 2 TB 

（1セット当たり） 
利用者番号登録数    制限なし 

公募制度による 
申込（要審査） 

 
（但しWisteria-A
における「GPU 
専有申込」，「ノー

ド固定」も可能） 

Wisteria-O基本セット（年額）【大学・公共機関等90,000 円, 企業108,000 円】 
（複数セット申込可, 利用期間は1ヶ月単位で設定可） 

トークン量          8,640トークン 
（1ノード，24時間×360日相当，1セット当たり） 

トークン消費係数    1.00（1ノード当たり）※ 
         ※ 消費係数1.50のノード群（優先利用向け）を全体の15%程度設ける 
ディスク容量        共有ファイルシステム グループにつき 2 TB 

（1セット当たり） 
利用者番号登録数    制限なし 

Wisteria-A基本セット（年額）【大学・公共機関等270,000 円, 企業324,000 円】 
（複数セット申込可, 利用期間は1ヶ月単位で設定可） 

トークン量     25,920 トークン 
（1 GPU，24時間×360日相当，1セット当たり） 

トークン消費係数    3.00（1 GPU 当たり） 
ディスク容量        共有ファイルシステム グループにつき 6 TB 

（1セット当たり） 
利用者番号登録数    制限なし 
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ＧＰＵ専有申込 
 

（Wisteria-A 
のみ，公募制度に

よる申込可能） 

Wisteria-A 1GPUセット 
（年額）【大学・公共機関等364,500 円, 企業437,400 円】 

（最大7GPUまで, 申込単位は下表参照, 利用期間は1ヶ月単位で設定可） 
トークン量     25,920 トークン 

（1 GPU，24時間×360日相当，1セット当たり） 
トークン消費係数  Wisteria-O: 1.00（1ノード当たり）※ 

Wisteria-A: 3.00（1 GPU 当たり） 
        ※ 消費係数1.50のノード群（優先利用向け）を全体の15%程度設ける 
ディスク容量        共有ファイルシステム グループにつき 6 TB 

（1セット当たり） 
利用者番号登録数    制限なし 

 
 
 
 
 

GPU数 トークン量 大学・公共機関等 企業 
1 25,920 トークン 364,500円 437,400円 
2 51,840 トークン 729,000円 874,800円 
4 103,680トークン 1,458,000円 1,749,600円 

ノ ー ド 固 定 
(要審査) 

 
（Wisteria-A 
のみ，公募制度に

よる申込可能） 

Wisteria-A 基本セット 
（年額）【大学・公共機関等2,916,000 円, 企業3,499,200 円】 

（1ノード8GPU 1年分, 1セットのみ申込可, 利用期間は1ヶ月単位で設定可） 
トークン量          207,360 トークン（8 GPU，24時間×360日相当） 
トークン消費係数  Wisteria-O: 1.00（1ノード当たり）※ 

Wisteria-A: 3.00（1 GPU 当たり） 
        ※ 消費係数1.50のノード群（優先利用向け）を全体の15%程度設ける 
ディスク容量        共有ファイルシステム グループにつき 48 TB 
利用者番号登録数    制限なし 

ディスク容量 
追加 

共有ファイルシステム          1 TB につき 【6,480 円/年】 

トークン量 
追加 

  【大学・公共機関等  7,500 円，企業9,000 円】 
720 トークン（1ノード (Wisteria-O)，24時間×30日相当） 

(注)上記の利用負担金額は総額表示である。尚，月数別利用負担金については別表４に定める。 

 

 

最小セット利用負担金表（Wisteria/BDEC-01システム） 

区 分 利   用   負   担   金   額 

「
計
算
・
デ
ー
タ
・
学
習
」
融
合 

ス 

ー 

パ 

ー  

コ 

ン 

ピ 

ュ 

ー 

タ 

シ 

ス 

テ 

ム   

一 般 申 込  

Wisteria-O/A 最小セット 【大学・公共機関等7,500 円】 
トークン量          720トークン 

（1ノード (Wisteria-O)，24時間×30日相当） 
トークン消費係数  Wisteria-O: 1.00（1ノード当たり）※ 

Wisteria-A: 3.00（1 GPU 当たり） 
       ※ 消費係数1.50のノード群（優先利用向け）を全体の15%程度設ける 
ディスク容量        共有ファイルシステム グループにつき 2 TB 
利用期間      当該年度末まで 
利用者番号登録数    制限なし 

ディスク容量追

加 
共有ファイルシステム          1 TB につき 【6,480 円/年】 

トークン量 
追加 

【大学・公共機関等  7,500 円】 
720 トークン（1ノード (Wisteria-O)，24時間×30日相当） 
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備考 
1 「大学・公共機関等」は第3条第1号，第2号，第3号，第4号，第6号および第8号に該当する者に適用する 
2 「企業」は第3条第7号に該当する者に適用する 
3  利用期間については利用開始月から当該年度のサービス終了月までとし，年度を超えないものとする。利用期間の

指定がある場合は利用終了月までとする 
4  Odysseyを使用した場合，トークンはジョブ実行ごとにノード時間積（経過時間×ノード数）にトークン消費係数を

乗じた値を消費する 
5 Aquariusを使用した場合，トークンはジョブ実行ごとにGPU時間積（経過時間×GPU数）にトークン消費係数を

乗じた値を消費する 
6 トークンの残量が無くなった場合には，ジョブ実行は抑止される。但し，計算リソースの状況によって非優先ジョ

ブの実行を許可するものとする 
7  計算資源を予約する申込においては，予約した期間およびノード数に相当するジョブ実行を行ったものとみなして，

トークンを消費するものとする 
8  トークンは利用期間内に限り有効とし，利用終了後にトークンの残量がある場合でも引継ぎおよび利用負担金の返

還は行わない 
9  付与したトークンは，利用期間内に全量が使用できることを保証するものではない 
10 トークンの一部を他のスーパーコンピュータシステムへ移行することができる。移行元と移行先でのトークン量の

対応については 別表５に定める 
11 ノード固定は審査によって認められた利用期間およびノードにて占有利用できるものとする。但し，トークンの残

量が無くなった時点で占有は解除される 
12 ノード固定の申込に提供するリソースは，申込状況やシステムの稼働状況により変更する場合がある。変更となっ

た場合の負担金額の適用については申し合わせによるものとする 
13 追加オプションは利用期間内に限り有効とする 
14 追加オプションの負担金額は追加単位額に追加する資源量および利用期間を乗じたものとする 
15 申込全体のトークン量が提供可能なトークン量の1.2倍を超えない場合に限り受け付けるものとする。但し，企業，

若手・女性，大規模HPCチャレンジ等の公募制度による利用，講義・講習会等の教育利用およびトライアルユース等

の申込においてはこの限りでない 
 
 
別表４（利用規程第１３条関係） 
 
「計算・データ・学習」融合スーパーコンピュータシステム月数別利用負担金 （Wisteria/BDEC-01システム） 
 
一般申込 利用負担金表（単位 円） 

利用期間 
Wisteria-O/A（1セットにつき） 

大学・公共機関等 (トークン量) 
12ヶ月 90,000  ( 8,640) 
11ヶ月 82,500  ( 7,920) 
10ヶ月 75,000  ( 7,200) 
9ヶ月 67,500  ( 6,480) 
8ヶ月 60,000  ( 5,760) 
7ヶ月 52,500  ( 5,040) 
6ヶ月 45,000  ( 4,320) 
5ヶ月 37,500  ( 3,600) 
4ヶ月 30,000  ( 2,880) 
3ヶ月 22,500  ( 2,160) 
2ヶ月 15,000  ( 1,440) 
1ヶ月 7,500  ( 720) 

括弧内は含まれるトークン量（単位はトークン） 
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公募制度による申込 利用負担金表（単位 円） 

利用 
期間 

Wisteria-O（1セットにつき） Wisteria-A（1セットにつき） 
大学・公共

機関等 
(トークン

量) 
企業 

(トークン

量) 
大学・公共

機関等 
(トークン

量) 
企業 

(トークン

量) 
12ヶ月 90,000  (  8,640) 108,000  (  8,640) 270,000  ( 25,920) 324,000  ( 25,920) 
11ヶ月 82,500  (  7,920) 99,000  (  7,920) 247,500  ( 23,760) 297,000  ( 23,760) 
10ヶ月 75,000  (  7,200) 90,000  (  7,200) 225,000  ( 21,600) 270,000  ( 21,600) 
9ヶ月 67,500  (  6,480) 81,000  (  6,480) 202,500  ( 19,440) 243,000  ( 19,440) 
8ヶ月 60,000  (  5,760) 72,000  (  5,760) 180,000  ( 17,280) 216,000  ( 17,280) 
7ヶ月 52,500  (  5,040) 63,000  (  5,040) 157,500  ( 15,120) 189,000  ( 15,120) 
6ヶ月 45,000  (  4,320) 54,000  (  4,320) 135,000  ( 12,960) 162,000  ( 12,960) 
5ヶ月 37,500  (  3,600) 45,000  (  3,600) 112,500  ( 10,800) 135,000  ( 10,800) 
4ヶ月 30,000  (  2,880) 36,000  (  2,880) 90,000  (  8,640) 108,000  (  8,640) 
3ヶ月 22,500  (  2,160) 27,000  (  2,160) 67,500  (  6,480) 81,000  (  6,480) 
2ヶ月 15,000  (  1,440) 18,000  (  1,440) 45,000  (  4,320) 54,000  (  4,320) 
1ヶ月 7,500  (  720) 9,000  (  720) 22,500  (  2,160) 27,000  (  2,160) 

括弧内は含まれるトークン量（単位はトークン） 
 
GPU 専有申込 利用負担金表（1GPU セット、単位 円） 

利用期間 
Wisteria-A（1セットにつき） 

大学・公共機関等 (トークン量) 企業 (トークン量) 
12ヶ月 364,500  ( 25,920) 437,400  ( 25,920) 
11ヶ月 334,200  ( 23,760) 401,000  ( 23,760) 
10ヶ月 303,800  ( 21,600) 364,500  ( 21,600) 
9ヶ月 273,400  ( 19,440) 328,100  ( 19,440) 
8ヶ月 243,000  ( 17,280) 291,600  ( 17,280) 
7ヶ月 212,700  ( 15,120) 255,200  ( 15,120) 
6ヶ月 182,300  ( 12,960) 218,700  ( 12,960) 
5ヶ月 151,900  ( 10,800) 182,300  ( 10,800) 
4ヶ月 121,500  (  8,640) 145,800  (  8,640) 
3ヶ月 91,200  (  6,480) 109,400  (  6,480) 
2ヶ月 60,800  (  4,320) 72,900  (  4,320) 
1ヶ月 30,400  (  2,160) 36,500  (  2,160) 

括弧内は含まれるトークン量（単位はトークン） 
 
ノード固定 利用負担金表（単位 円） 

利用期間 
Wisteria-A（1セット） 

大学・公共機関等 (トークン量) 企業 (トークン量) 
12ヶ月 2,916,000  (207,360) 3,499,200  (207,360) 
11ヶ月 2,673,000  (190,080) 3,207,600  (190,080) 
10ヶ月 2,430,000  (172,800) 2,916,000  (172,800) 
9ヶ月 2,187,000  (155,520) 2,624,400  (155,520) 
8ヶ月 1,944,000  (138,240) 2,332,800  (138,240) 
7ヶ月 1,701,000  (120,960) 2,041,200  (120,960) 
6ヶ月 1,458,000  (103,680) 1,749,600  (103,680) 
5ヶ月 1,215,000  ( 86,400) 1,458,000  ( 86,400) 
4ヶ月 972,000  ( 69,120) 1,166,400  ( 69,120) 
3ヶ月 729,000  ( 51,840) 874,800  ( 51,840) 
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2ヶ月 486,000  ( 34,560) 583,200  ( 34,560) 
1ヶ月 243,000  ( 17,280) 291,600  ( 17,280) 

括弧内は含まれるトークン量（単位はトークン） 
 
追加オプション 
トークン量 追加利用負担金表（単位 円） 

追加トークン量 大学・公共機関等 (トークン量) 企業 (トークン量) 
Wisteria-O 

1ノード月相当 7,500  (  720) 9,000  (  720) 

括弧内は含まれるトークン量（単位はトークン） 
 
ディスク利用負担金表（単位 円） 

並列ファイルシステム（1TBにつき） 
1ヶ月 540 

 
 
 
別表（トライアル実施要領関係） 
 
表１ トライアル利用負担金表（Oakbridge-CXシステム） 

 
 
 
 
 
 
 

通常利用(トライアル) 

基本セット 【大学・公共機関等45,000円/年】 
（最大1セットまで） 

トークン量  8,640トークン 
（1ノード，24時間×360日相当，1セット当たり） 

トークン消費係数   1.00 ※ 
※ 消費係数1.50のノード群(優先利用向け)を全体の 

15%程度設ける 
 ディスク容量    並列ファイルシステム グループにつき4TB 

（1セット当たり） 
利用者番号登録数 制限なし 

企業利用(トライアル) 

基本セット 【企業 40,500円/年】 
（最大4セットまで） 

トークン量  8,640トークン 
（1ノード，24時間×360日相当，1セット当たり） 

トークン消費係数   1.00 ※ 
※ 消費係数1.50のノード群(優先利用向け)を全体の 

15%程度設ける 
 ディスク容量    並列ファイルシステム グループにつき4TB 

（1セット当たり） 
利用者番号登録数  制限なし 

トークン量追加 
(新規申込時に付与されたトークン

を含め1セットにつき最大12ヶ月

分まで) 

【大学・公共機関等 3,800 円， 企業 4,500 円】 
720 トークン（1ノード，24時間×30日相当） 
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表２ トライアル付与トークン別利用負担金表（Oakbridge-CXシステム） 
 
利用負担金表（単位 円） 

付与 
トークン 

1セットにつき 
大学・公共機関等 企業 (トークン量) 

12ヶ月分 45,000 40,500 (   8,640) 
11ヶ月分 41,300 36,000 (   7,920) 
10ヶ月分 37,500 31,500 (   7,200) 
9ヶ月分 33,800 27,000 (   6,480) 
8ヶ月分 30,000 22,500 (   5,760) 
7ヶ月分 26,300 18,000 (   5,040) 
6ヶ月分 22,500 13,500 (   4,320) 
5ヶ月分 18,800 9,000 (   3,600) 
4ヶ月分 15,000 4,500 (   2,880) 
3ヶ月分 11,300 0 (   2,160) 
2ヶ月分 7,500 0 (   1,440) 
1ヶ月分 3,800 0 (     720) 

 括弧内は含まれるトークン量，単位はトークン 
 大学・公共機関等は 1セットまで申込可，企業は 4セットまで申込可 
 
トークン量追加利用負担金表（単位 円） 
追加トークン量 大学・公共機関等 (トークン量) 企業 (トークン量) 

1ヶ月分 3,800 (     720) 4,500 (     720) 
括弧内は追加されるトークン量，単位はトークン 

 新規申込時に付与されたトークンを含め1セットにつき最大12ヶ月分まで追加可 
例：申込時に5ヶ月分申し込んだ場合は7ヶ月分まで追加可 

 
備考 

1 「大学・公共機関等」は第3条第1号，第2号，第3号，第4号，第6号および第8号に該当する者に適用す
る。 

2 「企業」は第3条第7号に該当する者に適用する。 
3 利用期間については当該年度のサービス終了日までとする。 
4 トークンはジョブ実行ごとにノード時間積（経過時間×ノード数）にトークン消費係数を乗じた値を消費するも

のとする。 
5 トークンは利用期間内に限り有効とし，利用終了後にトークンの残量がある場合でも引継ぎおよび利用負担金

の返還は行わない。 
6 付与したトークンは，利用期間内に全量が使用できることを保証するものではない。 
7 トークンの他のシステムへの移行はできないものとする。 
8 トークンの追加は新規申込時点で付与されたトークンも含め，1セットにつき最大12ヶ月分までとする。 
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表３ トライアル利用負担金表（Wisteria/BDEC-01） 
Wisteria-O (Odyssey)：Wisteria/BDEC-01 のシミュレーションノード群 
Wisteria-A (Aquarius)：Wisteria/BDEC-01 のデータ・学習ノード群 

通常利用(トライアル) 

Wisteria-O/A 基本セット 【大学・公共機関等27,000円/年】 
（最大1セットまで） 

トークン量    8,640トークン 
（1ノード(Wisteria-O)，24時間×360日相当，1セット当たり） 
トークン消費係数 Wisteria-O: 1.00 (1ノード当たり)※ 

Wisteria-A: 3.00 (1 GPU 当たり) 
※ 消費係数1.50のノード群(優先利用向け)を全体の 

15%程度設ける 
 ディスク容量    共有ファイルシステム グループにつき2 TB 

（1セット当たり） 
利用者番号登録数  制限なし 

企業利用(トライアル) 

Wisteria-O/A 基本セット 【企業 24,300円/年】 
（最大6セットまで） 

トークン量    8,640トークン  
(1ノード(Wisteria-O)，24時間×360日相当，1セット当たり) 

トークン消費係数 Wisteria-O: 1.00 (1ノード当たり)※ 
Wisteria-A: 3.00 (1 GPU 当たり) 

※ 消費係数1.50のノード群(優先利用向け)を全体の 
15%程度設ける 

 ディスク容量    共有ファイルシステム グループにつき2 TB 
（1セット当たり） 

利用者番号登録数  制限なし 

トークン量追加 
(新規申込時に付与されたトークン

を含め1セットにつき最大12ヶ月

分まで) 

  【大学・公共機関等 2,300 円， 企業 2,700 円】 
720 トークン（1ノード(Wisteria-O)，24時間×30日相当）  

  

 

表４ トライアル付与トークン別利用負担金表（Wisteria/BDEC-01） 
 
利用負担金表（単位 円） 

付与 

トークン 

1セットにつき 

大学・公共機関等 企業 (トークン量) 

12ヶ月分 27,000 24,300 (   8,640) 
11ヶ月分 24,800 21,600 (   7,920) 
10ヶ月分 22,500 18,900 (   7,200) 
9ヶ月分 20,300 16,200 (   6,480) 
8ヶ月分 18,000 13,500 (   5,760) 
7ヶ月分 15,800 10,800 (   5,040) 
6ヶ月分 13,500 8,100 (   4,320) 
5ヶ月分 11,300 5,400 (   3,600) 
4ヶ月分 9,000 2,700 (   2,880) 
3ヶ月分 6,800 0 (   2,160) 
2ヶ月分 4,500 0 (   1,440) 
1ヶ月分 2,300 0 (     720) 

括弧内は含まれるトークン量，単位はトークン 
 大学・公共機関等は 1セットまで申込可，企業は 6セットまで申込可 
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トークン量追加利用負担金表（単位 円） 
追加トークン量 大学・公共機関等 (トークン量) 企業 (トークン量) 

1ヶ月分 2,300 (     720) 2,700 (     720) 

括弧内は追加されるトークン量，単位はトークン 
 新規申込時に付与されたトークンを含め1セットにつき最大12ヶ月分まで追加可 
例：申込時に5ヶ月分申し込んだ場合は7ヶ月分まで追加可 
 

備考 
1 「大学・公共機関等」は第3条第1号，第2号，第3号，第4号，第6号および第8号に該当する者に適用す

る。 
2 「企業」は第3条第7号に該当する者に適用する。 
3 利用期間については当該年度のサービス終了日までとする。 
4 Odyssey を使用した場合，トークンはジョブ実行ごとにノード時間積（経過時間× ノード数）にトークン消費

係数を乗じた値を消費する。 
5 Aquarius を使用した場合，トークンはジョブ実行ごとに GPU 時間積（経過時間× GPU数）にトークン消費

係数を乗じた値を消費する。 
6 トークンは利用期間内に限り有効とし，利用終了後にトークンの残量がある場合でも引継ぎおよび利用負担金

の返還は行わない。 
7 付与したトークンは，利用期間内に全量が使用できることを保証するものではない。 
8 トークンの他のシステムへの移行はできないものとする。 
9 トークンの追加は新規申込時点で付与されたトークンも含め，1セットにつき最大12ヶ月分までとする。 
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第 XI 因子・トロンビンと血小板膜糖蛋白 GPIbαおよび 

VWF 複合体の結合エネルギー計算 

中 山 正 光 

東海大学内科学系循環器内科学  

 

１．はじめに 

動脈硬化や糖尿病の治療に適用される抗血小板療法は、血中の血小板細胞の機能（活性化、凝

集）を化学的に阻害する。血管内における血栓症の発症（血栓イベント）は抑制するが、既存薬

は阻害効果が強すぎるため出血の副作用が大きな問題となっている。血流下の血栓形成の要因と

なる血小板接着は血小板膜糖蛋白 GPIbαと von Willebrand 因子（VWF）の相互作用によって惹

起される（図 1）。 

図 1 血流下における血小板相互作用 

 我々は、実証実験にて血小板接着に必須な血小板膜糖蛋白GPIbαとvon Willebrand因子（VWF）

の相互作用に血液凝固因子の第 XI 因子（FXI）とトロンビンが影響を与え、血栓形成に寄与する

という知見を得た。これら 4種のタンパク質の相互作用を分子動力学計算することで、出血イベ

ントも血栓イベントも起こらない次世代の抗血小板薬の創薬標的モデルを作成する。血小板付着

現象において中心的な役割をしている GPIbαおよび VWF の相互作用に対し、血液凝固因子に与

える影響を分子動力学計算より明らかにした。過去の知見から凝固因子の対象として、第 XI 因

子（FXI）とトロンビンを選択したが、計算の都合上、本研究期間では FXI 因子について扱った。 

 

２．方法 

GPIbαおよび VWF 複合体は先行研究のモデル（PDBID：1SQ0）を使用 1し、FXI は結晶構造（PDBID：

2F83）を用いた 2（図 2）。実証実験から相互作用すると明らかになっているアミノ酸同士を約 5 

Å に近づけた状態で初期構造を作成した。水分子を周囲 15 Å の領域に配置し、すべての原子の

座標と速度ベクトルを2×10-15秒毎に予測計算した。原子に作用する力としてCHARMM (Chemistry 

at HARvard. Macromolecular) -36 力場を用いた。分子動力学計算のプログラムとして Nano 
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Scale Molecular Dynamics (NAMD) を用いて計算を実行した。  

図 2 計算に使用したモデル 

（A.青 GPIbα・赤 VWF B.紫 GPIbα相互作用部位・灰 相互作用しない部位） 

 

３．結果 

 5×108ステップの計算を行い、安定構造を予測した。Root mean square deriviation (RMSD) 

を図 3に示す。 

 

図 3 対象モデルの平均二乗偏差の時間変化 

 

計算時間中における GPIbαと VWF の平均二乗偏差（RMSD）は GPIbαと FXI の RMSD よりも小さか

った。FXI は計算開始から 300 ns 程度で GPIb (青) -VWF (赤) 複合体との安定構造を形成し始

めた。GPIbαと相互作用した FXI-1 は 600 ns 以降、他の FXI 構造体に比べ安定していた。二量

体の FXI (灰・紫) のうち、紫で示す部分の LYS253 (緑) が GPIbαの ASP73 (橙) と salt bridge

（酸性アミノ酸と塩基性アミノ酸の間に形成）を形成し、相互作用していた（図 4）。GPIbαと

FXI の間にはこの 1対以外の salt bridge は形成されなかった。タンパク質間に生じる非共有結

合エネルギーについては GPIbαと VWF 間は GPIbαと FXI 間よりも負に大きく、安定していた。

一方、GPIbαと VWF の間に形成される Salt bridge は 6 個あったが、FXI の相互作用によってそ

の相互作用ペアが変化した。本研究から我々が構築したモデルにおいては、FXI は一対のアミノ

酸によって GPIbα-VWF 複合体と相互作用し、その相互作用は GPIbα-VWF のものより弱いことが
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Scale Molecular Dynamics (NAMD) を用いて計算を実行した。  

図 2 計算に使用したモデル 

（A.青 GPIbα・赤 VWF B.紫 GPIbα相互作用部位・灰 相互作用しない部位） 

 

３．結果 

 5×108ステップの計算を行い、安定構造を予測した。Root mean square deriviation (RMSD) 
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図 3 対象モデルの平均二乗偏差の時間変化 
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酸によって GPIbα-VWF 複合体と相互作用し、その相互作用は GPIbα-VWF のものより弱いことが
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明らかとなった。本研究では VWF は A1ドメインを、GPIbαは N 末端ドメインのみを扱っており、

実現象を完全に反映はできていない。 

図 4 計算結果の時間経過の運動軌跡 

(A.960ns計算後のタンパク質複合体の安定構造 B.計算結果の重ね合わせ画像 

C.重ね合わせに使用した各軌跡の画像） 

４．結論 

分子動力学計算を用いた安定構造予測から FXI は GPIbαと VWF の相互作用に影響を与えるこ

とが示唆された。分子動力学計算を用いた安定構造予測から FXI の GPIbαへの結合により、GPIb

αと VWF の結合構造の細部のみが変化した。 
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極低温推進薬の軌道上貯蔵・輸送に向けた減圧沸騰現象の解明

と予測手法の開発 

谷 和 磨 

東京大学大学院工学系研究科 

 

１．はじめに 

  宇宙分野においても極低温流体の大規模輸送・貯蔵技術の利用が期待されている。近年、米

国を中心に月・火星有人探査に向けた動きが活発になってきており、そうした宇宙空間での長期

間ミッションの実現に際し、軌道上燃料再補給船 (Space depot)[1] や液体水素を燃料とする

核熱推進ロケット (Nuclear Thermal Propulsion Rocket)[2] などの利用も検討されており、極

低温燃料を軌道上や低重力環境において長期間管理する技術が重要な役割を占めるようになる

と予想されている [3,4,5]。 

また、近年の環境問題やエネルギー問題の解決に向けた活発な動きに伴い、これまで主に液体

ロケット等の燃料として利用されてきた極低温流体の大規模利用の場面が増えつつある。水素社

会を実現するために、日本政府は水素基本戦略を 2017 年に策定し、2030 年頃に商用サプライ

チェーンを構築し、2017 年現在の年間 0.02 万トンから 30 万トンへ水素流通を増やすことを

掲げている[6]。この目標を達成するために構築される商用サプライチェーンの一つが The 

Hydrogen Energy Supply Chain である[7,8]。この計画では、2030 年に液化水素をオーストラ

リアで褐炭から生産し、160000 m3 タンクを保有する液化水素運搬船で日本へ輸送することを目

指している。 

こうした将来的な軌道上燃料再補給船や国際水素サプライチェーンなど、大規模かつ長期間極

低温流体を貯蔵し、輸送するプロジェクトの共通する課題の一つとして、減圧沸騰に関する問題

がある。具体的には、Fig.1 に示すように、外部からの入熱で発生したボイルオフガスによりタ

ンク圧力は高くなり、タンクの限界圧力を超える危険性がある。これを防ぐために、放圧 (ベン

ト) と呼ばれるタンク内の気体を外に逃すことでタンク内を減圧する。その際、減圧に伴う飽和

温度の低下により、液体が過熱状態になり沸騰する現象である「減圧沸騰」が発生する。この現

象により、タンク内の圧力制御が難しくなる上、突沸が発生しタンクの限界圧力を超えてしまう

可能性や、発生した気泡により液面が押し上げられ液流出に繋がる危険性がある。宇宙において

は、地上での課題に加えて、界面張力が重力を卓越するため気液の分離が難しい課題も付随する。 

 従来の減圧沸騰を対象にした研究は、高々0.1m3 程度の小寸法のタンクでの水・液体窒素を対

象にした実験が中心である[9-20]。タンクの安全な運用の面で問題となりうる非定常な圧力回復

Fig. 1  Schematic of liquid state inside liquid hydrogen tanker during shipping. 
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現象(圧力が減少後上昇する)やそれに伴う液面上昇も確認されたが、その発生機構についての研

究は少なく、大型タンクでの同様の実験事実が得られるのか十分に明らかにされていない。また、

極低温流体を用いた研究も少なく、物性の影響に関しても不明な点が多い。よって、これらの問

題を解決するためには、極低温流体の大型タンクにおける減圧沸騰現象に対する数値流体解析を

実施する必要がある[21,22]。しかし、相変化現象を取り扱う難しさから大型タンク内部の詳細

な熱流体挙動の分析は少なく、その現象予測手法の開発が求められている上、減圧が数秒で完了

する小タンクと異なり大型タンクをフルスケールで数値流体解析を行うのは計算コストの面で

難しい。よって、大型タンク内部の熱流動現象を低コストで予測可能な手法の開発が急務である。 

 以上より、本研究の目的は、極低温推進薬の大規模・貯蔵輸送技術に向けて、大型タンク内の

減圧時の圧力・液面挙動の予測技術を確立することを目的とする。 

 

２．数値流体解法 

本研究では、圧力回復現象の解明を目的に数値流体解析(CFD)を実施した。解析には、Himeno

ら[23]や Umemura ら[24,25]によって構築された自由表面流数値解析手法(CIP-LSM: CIP-based 

level set & MARS)を用いた。 

均質二相流の支配方程式は、質量・運動量・内部エネルギーの式 

𝐷𝐷𝐷𝐷
𝐷𝐷𝐷𝐷

= −𝐷𝐷∇ ∙ 𝑢𝑢)⃗

𝐷𝐷
𝐷𝐷𝑢𝑢)⃗
𝐷𝐷𝐷𝐷

= −∇𝑝𝑝 + ∇(𝚻𝚻𝝂𝝂 + 𝚻𝚻𝝈𝝈) + 𝐷𝐷�⃗�𝑔

𝐷𝐷
𝐷𝐷𝐷𝐷
𝐷𝐷𝐷𝐷

= −𝑝𝑝∇ ∙ 𝑢𝑢)⃗ + Θ̇

 

𝚻𝚻𝛎𝛎 = −
2𝜇𝜇
3
(∇ ⋅ 𝑢𝑢+⃗ )𝐈𝐈 + 𝜇𝜇(𝐃𝐃 + 𝐃𝐃"), 

𝐃𝐃 = ∇u+⃗ , 

𝚻𝚻𝝈𝝈 = 𝜎𝜎𝛿𝛿$(𝐈𝐈 − 𝑛𝑛$++++⃗ 𝑛𝑛$++++⃗ ), 

Θ̇ = (𝚻𝚻𝝂𝝂 +𝚻𝚻𝝈𝝈)∇ ⋅ 𝑢𝑢+⃗ − ∇ ⋅ �⃗�𝑞. 

(1) 

を解く流体解法の部分と、気液を識別する関数𝐻𝐻#の移流方程式 

𝐷𝐷𝐻𝐻$
𝐷𝐷𝐷𝐷 =

𝜕𝜕𝐻𝐻$
𝜕𝜕𝐷𝐷 + (𝑢𝑢+⃗ ⋅ ∇)𝐻𝐻& = 0 (2) 

𝐻𝐻& = 0.5 𝐿𝐿𝐿𝐿𝑞𝑞𝑢𝑢𝐿𝐿𝐿𝐿
𝐻𝐻& = 0 𝐼𝐼𝑛𝑛𝐷𝐷𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼

𝐻𝐻& = −0.5 𝐺𝐺𝐼𝐼𝐺𝐺
 (3) 

を解く界面追跡法の部分で構成される。 

CIP-LSM では、流体解法として CIP-CUP 法[26]の一種であり，温度を独立変数とする

TCUP(Thermo CIP−CUP)法[23]を，界面追跡法として PLIC-VOF 法の一種である MARS法[27]を採用

している。また、CLSVOF(Coupled Level Set Volume-of-Fluid)法[28]と同様に、界面再構築に

は密度関数法の一種である Level-Set法[29]を用いて、数値拡散を防ぎ界面を高精度で追従する

仕様となっている。まず相変化を考慮した TCUP 法について説明する。局所熱平衡を仮定して相

変化項を加えると、式(1)は基本量𝑄𝑄 = (𝒖𝒖, 𝑇𝑇, 𝑝𝑝)$を状態量とする次式に変換することができる。 
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は順に、運動量損失と生成、潜熱、気液密度差による体積湧き出しを示す。 
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相変化がない場合は�̇�𝑚 = 0で、かつ各相の速度と界面の速度が一致する(𝑢𝑢)⃗ # = 𝑢𝑢)⃗ %&' = 𝑢𝑢)⃗ ()*)ので、

一般的な識別関数の移流方程式となる。この式の解法には、二値関数の有限体積的な移流に優れ

た MARS法を採用している。 

相変化現象は、その複雑な機構から支配方程式で現れる�̇�𝑚を正確に計算するためには格子解像

度を高くして計算する必要がある。しかし、相変化計算をする際には格子解像度を高くすると計

算コストが増大するため、格子解像度が低くても相変化量を見積もれるモデルを導入する必要が

ある。そのため、Fig.2 のような 3段階の相変化モデルを採用する。まず CFD で捉えられる相変

化と、CFD では捕らえられないほど小さい相変化現象に分けて考え、前者は CFD により直接計

算し、後者はサブグリッドスケールの相変化モデルで計算する。サブグリッドスケールの相変化

モデルは 2段階のモデルとなっており、壁面での気泡生成などを壁面沸騰モデルで、液相中での

相変化を温度回復法ベースのモデルで計算する。これにより計算コストを抑えつつ、壁面セルで

の気泡生成・成長から液相中での気泡成長をサブグリッドスケールモデルでも扱うことができる。 

第一段階の壁面沸騰モデルでは、核沸騰と膜沸騰の両方を扱うことができるが、本研究では

高い熱流束が必要な膜沸騰は無視する。核沸騰フェーズでは気泡生成の活性化条件Δ𝑇𝑇 K が既存

気泡核における活性化条件 

Δ𝑇𝑇 = 	
+,- !

"#$%
. !
"&'(

/$)*+

(,*-

0
1.

, 
(7) 

により計算され，液体の過熱度がこれより高い場合に気泡が生成される。 
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そして、壁からの入熱により成長する気泡(Fig.3)の成長速度は下式により計算する。 

�̇�𝑚(𝜑𝜑) = 	 2&'(($/*00.$)*+)
(,*-×1(6789.678:)

, 
(8) 

�̇�𝑉 = 0
;#$%

∮ �̇�𝑚(𝜑𝜑)𝑑𝑑𝑑𝑑(𝜑𝜑)	
=>??@A = +B2&'(($/*00.$)*+)1

;#$%(,*-
log CD6789

C
. (9) 

気泡がある程度成長すると、第 2段階の温度回復法ベースの沸騰モデルに移行し、 

�̇�𝑚 = 	 ;.100E.100F-	GHI	(J$&'(.$)*+K,M$)2-)
(,*-	×	NO

, 
(10) 

を適用し沸騰量を計算する。温度回復法を、格子内でのボイド率が 0.1%から 50%の場合の格

子かつ液温が飽和温度より高いものに適用することで、壁面沸騰モデルから CFD の相変化計算

に移行できるようにした。 

こうして気泡が生成・成長して、一格子あたりに占める気体体積の割合が 50%を超えると、CFD

の相変化の計算に移行する。Fig.4 のように CFD での相変化量の計算では、式(11)を用いて格子

点上での温度と界面での飽和温度の温度勾配から沸騰量を計算する。𝜙𝜙は Level Set法の概念に従

った気液界面からの距離関数である。 

�̇�𝑚 = JPQ⃗ &'(.PQ⃗ #$%K⋅TQ⃗
(,*-

, 
(11) 

�⃗�𝑞 = −κ∇T~ −
κ(𝑇𝑇 − 𝑇𝑇#UO)

𝜙𝜙 ∇𝜙𝜙, (12) 

Fig. 3 Definition of a coordinate axis. 

Fig. 4 Temperature distribution around liquid-vapor interface. 

Fig. 2 Phase change model. 
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3．解析条件 

計算対象は、Fig.5 に示すように、JAXA 能代ロケット実験場の 30m3液化水素タンク(直径 2.3m・

高さ 7.622 m)[21,22]の断面形状を模した 2次元計算格子と軸対称 1/4領域の 3次元計算格子と

した。2次元格子は，全部で 33 の領域から成り立っており、総格子点数は 551,520点である。3

次元格子は、129領域で、総格子点数は 1,968,131点である。 

設定した初期条件は、液位は 6.248m で、系内の温度は実験値から線形補間して与え、初期圧

力は 321.8kPaGで液体に対しては静水圧も課している。境界条件について、2次元格子に関して

のみ、下から 3個目のドメインから 12個目の中心に等温の粘着壁を設定し，仮想的に温度計プ

ローブが存在するとした。同様に、タンク側壁にも等温の粘着壁条件を課している。3次元格子

に関しては、タンク壁に等温の粘着壁条件、半径方向壁面は滑り壁を与えている。流出境界条件

は、2次元と 3次元格子に関して共に Fig.6 のように実験で得られた質量流量をタンク上部の管

の先端に与えている[22]。計算は、全て東京大学情報基盤センターが所有するスーパーコンピュ

ータ Oakbridge-CXを用いて、二次元計算は 256並列で３次元計算は 1024並列で実施した。 

 

4．解析結果・考察 

実験[21,22]及びCFD で得られた圧力履歴とそれに対応させた CFD可視化結果を Fig.7に示す。

圧力履歴の結果より、定性的には数値計算により圧力回復の傾向をとらえることに成功を収めた。 

2 次元計算の可視化結果と圧力履歴を比較しつつ考察していくと、圧力が落ちていく 0 から 6

秒付近までは沸騰が起こっているものの、流出流量による減圧が支配的であるため、圧力は減少

していく。液位に関しては 6秒で最大値をとるとともに、圧力も極小値をとる。そして、6秒後

Fig. 6 Time variation of vent gas mass flow rate 

(a) 2-D                            (b) 3-D 

Fig. 5 Computational domain and initial condition (H: liquid occupation ratio. H=0.5: Liquid, H=-0.5: Gas) 
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以降から圧力が上昇に転じ、CFD においても圧力回復現象が確認できる。Fig.7(a)の可視化画像

の下段の右端に示すように、7秒後以降では気泡により液体がよく混ざり圧力がゆっくり減少し

ていくことがわかる。つまり、圧力回復現象は、気液界面面積が増加するまでに時間がかかるた

め、ベント量が沸騰量に上回ってしまうことが原因で発生する。そして、液相上部が気泡で攪拌

され気液界面面積が十分に大きくなれば、系全体が平衡状態に到ることが考察される。3次元計

算においても、Fig.7 (b)に示すように同様の圧力回復の傾向が見られ、2 次元計算で考察された

ことが 3次元計算でも成立することを示す。 

ただし、3次元 CFD 計算において実験より圧力回復の幅が大きいことが見て取れる。これは、

今回の CFD 計算ではサブグリッドスケールの第 2段目の相変化モデルでは凝縮の影響を考慮し

ていないため、沸騰により系の圧力が高くなっても気相部での凝縮が進まず、沸騰の影響を緩和

できていないためと考察される。よって、今後の研究では第 2段目に温度回復法ベースの凝縮モ

デルを追加して計算を実施する必要があると言える。また、3次元 CFD 計算の可視化結果より、

液面の上昇が起こっていないことがわかる。そのため、今回の減圧速度の範囲では、液面が上昇

して外部に液化水素が流出することなどは起こりにくいことが示唆される。 

 

5．結論 

本研究では、大規模液化水素タンク内の高液位条件下での減圧沸騰現象を明らかにする CFD

解析を実施した。圧力回復現象の２次元および３次元 CFD 計算から、減圧開始時には壁からの

(a) 2-D results                                                  (b) 3-D results 
Fig.7 CFD and experimental result of time variation of pressure and visualized results. 

Table 2 Specification of Oakbridge-CX 
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沸騰がないため、圧力低下が支配的であることがわかった。その後、沸騰による気液界面積の増

加に伴い圧力が上昇し、最終的に平衡状態に達することが示された。また、今回の減圧速度の範

囲では、圧力回復時に液界面の急激な上昇が発生せず、液の外部流出の危険性や気相部が押し潰

されて圧力が急上昇することは起こり得ないことがわかった。 

また、サブグリッドスケールの沸騰モデルを二段階に分け、一段目に壁面沸騰モデル、二段目

に温度回復法に基づく沸騰モデルを導入することで、減圧沸騰試験での圧力回復現象を 3 次元

CFD 解析により再現した。ただし、定量的な観点では実験値との解離があるため、凝縮モデル等

に関する考察を行う必要があると言える。 
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都市部 5.7km 四方の 1m 格子を用いたリアルタイム風況シミュ

レーション 

朝比祐一、長谷川雄太、小野寺直幸、井戸村泰宏 

日本原子力研究開発機構 システム計算科学センター 
 

１．はじめに 

 都市区画における化学、生物、放射性汚染物質の拡散予測は安全性の観点から社会的な関心が

高い。その拡散予測には高い精度かつ高速な都市風況予測が必要となる。本研究では、GPU を複

数台利用することで高解像度のリアルタイム都市風況予測が可能な「CityLBM」の開発をおこな

っている。本報告では、Wisteria/BDEC-01 データ・学習ノード群(Aquarius)における大規模並列

実行によって初めて可能となった高解像度リアルタイム都市風況予測シミュレーションの性能

測定について説明する。 

 

２．コード概要 

 本研究で用いる都市風況シミュレーション CityLBM1の概要について説明する。CityLBM は、非

圧縮性流体の弱圧縮性近似解法の一つである格子ボルツマン法(LBM: Lattice Boltzmann 

Method)を用いる。LBM は、GPU などの超並列アーキテクチャに適しており、効率的な演算を行う

ことが出来る。CityLBM は、特に NVIDIA 社の GPU を対象として最適化されてきたが、近年の GPU

スパコンの多様化に鑑み、AMD 社の GPU への移植もなされている。異なるベンダーの GPU 上での

性能比較については、学会での報告2を参考にされたい。 

 

２.１．物理モデル 

 CityLBM の支配方程式である格子ボルツマン方程式は、以下で表される。 

 

ここで、𝑖𝑖は速度方向を表し、𝑓𝑓!は速度分布関数、Ω!は衝突項を示す。本研究で用いた D3Q27 モデ

ルでは移流速度 で与える。ただし、𝑐𝑐は隣接格子へ移動する速度で、𝑐𝑐 = Δ𝑥𝑥	/	Δ𝑡𝑡 
となる。流体の物理量である密度ρおよび流速ベクトル𝒖𝒖は、速度分布関数のモーメントをとって

以下の式で計算する。 

 

CityLBM では、格子ボルツマン方程式と温度場の移流拡散方程式を連立して時間発展を行う。汚

染物質についてはパッシブスカラーを仮定し、移流方程式の計算を行う。これらに加えて、

CityLBM では計算境界においてメソスケール気象シミュレーションデータとのデータ同化（Data 
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Assimilation）を Nudging法によって行う。CityLBM では、計算コストやメモリ使用量を削減す

るために AMR（適合細分化格子）法に基づく細分化を行う。本研究では、細分化レベルの最大値

は 2とし、Lv0 を最低解像度、Lv2を最高解像度とする。 

 

２.２．並列化 

CityLBM では、AMR 法に基づく細分化を行うが、都市風況シミュレーションにおける細分化格

子は、高度方向に関してのみ行われており、水平方向に関しては一様である。したがって、領域

分割は水平方向に等分する二次元領域分割が適している。分割後の各領域をどのように GPU に割

り当てるかが性能向上の上での鍵となる。 

 Aquarius を始めとする近年の GPU スーパーコンピュータは、ノード内に複数の GPU を搭載す

るため、GPU間の通信はノード内通信とノード間通信の階層的構造を有する。Aquarius は１ノー

ドあたり 8GPU (NVIDIA TESLA A100)を搭載しており、ノード内 GPU間通信には高速な NVlinkが

利用可能であり、ノード間通信では低速な Infiniband を利用する必要がある。従って、ノード

間の通信量が小さくなるような分割が好ましい。 

 本研究では、通信の最適化として 2 次元領域分割のブロッキングを導入した3。これは、ノー

ド間で通信が必要なグリッド数（表面積）が最小となるように 2 次元領域分割の MPIプロセスを

再配置するものである。図１は、8ノード 64 GPU の 2 次元領域分割に対してプロセスマッピン

グを適用した場合を示す。(a)のブロッキングなしの場合では、ノード内領域のアスペクト比は

8:1 であり、ノード間通信量が増大する。(b)のブロッキングありの場合では、ノード内領域のア

スペクト比が 4:2に改善している。格子ボルツマン法のステンシル計算においては、3 次元で 26

方向の隣接点を参照する。ノードを跨いだ参照が必要となるプロセス数はブロッキングなしの場

合に 18 プロセス、ブロッキングありの場合に 9から 15 プロセスとなる。ブロッキングによって

ノード間通信の負荷が軽減されるため通信時間の短縮が期待できる。 

 

  

図１: 8ノード 64 GPU を用いた場合の 2 次元領域分割の模式図。各セルは各 GPU の担当領域を

示し、色はノード番号と対応している。(a) ブロッキングなし。(b)ブロッキングあり。 
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３．計算性能と計算結果 

３.１． Aquarius と Summit におけるスケーリング 

 CityLBM は、GPU スパコンにおける大規模計算のために最適化されてきた。初期の CityLBM は、

等間隔格子を用いており、TSUBAME2.0 において 10080x10240x512格子に対し 4032 GPU (NVIDIA 

TESLA M2050)を用いて、新宿や皇居を含む東京都心部の 10km四方のエリアを対象に 1m 格子での

計算が実現されている4。その後 AMR法が導入され、Summit において Oklahoma City の 5km四方

のエリアを最大解像度 1m で計算を行い、4096 GPU (NVIDIA TESLA V100)までの良好なスケーリ

ングを実現した（図２）。計算アルゴリズムや最適化手法の発展については、文献 5を、物理モデ

ルの発展や検証については、文献 1, 6を参照されたい。 

  

  

図２: Summit における 4096 GPUまでのスケーリング測定結果。(a)強スケーリング。(b)弱ス

ケーリング。 

 

  

図３: Aquarius における 360 GPUまでの強スケーリング測定結果。(a)１ステップあたりの実

行時間。ピンクの点線はタイムステップサイズと対応し、これを下回るケースではリアルタイム

計算が実現されている。(b)1 ステップの実行時間における MPI通信の割合。 

 

 

 

(a) (b) 
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Aquarius においては、Oklahoma City の 5.7 km四方のエリアを対象に最大解像度 1m で計算を

行った。細分化格子の設定は、高度(z)に基づく細分化とし、z < 32 [m], 32 < z < 128 [m], z 

> 128 [m]のそれぞれの領域に解像度 1 m, 2 m, 4 m の格子を割り当てた。総計算格子点数は 25

億点である。 地表面及び市街地の建物の境界条件としては、no-slip 境界条件を仮定し、LBM の

Bounce-back 境界条件を適用した。水平方向および上空の境界には、任意の気象条件を導入でき

る Nudging法を適用し、WRF (Weather Research and Forecasting)モデルによる事前計算で得ら

れた水平解像度 500 m、鉛直解像度 50m、時間間隔 1 分のメソスケール気象シミュレーションデ

ータと同化させた。 

図３は、40 GPU から 360 GPUまでの強スケーリングの結果を示す。5.6 倍の高速化という良好

なスケーリングが実現されている。また、ブロッキングを行った場合（青線）では、ブロッキン

グを行わない場合（赤線）と比べ実行時間が短縮されていることが確認できる。縦軸は 1タイム

ステップあたりの実行時間であり、これがタイムステップサイズ（ピンクの点線）よりも低くな

っているものがリアルタイム計算となる。ブロッキングありの場合で、240 GPU、360 GPU でリ

アルタイム計算が実現されている。図３(b)は、1 ステップの実行時間における MPI 通信の割合

を示す。360 GPU においては、ブロッキングありの場合でも MPI通信の割合は 51 %となっている

が、ブロッキングなしの場合 (57%)と比べて改善が見られる。 

TSUBAME2.0 においては、4032 GPU(NVIDIA TESLA M2050)を用いて 1m 解像度の計算を実行する

のにリアルタイムの約 30倍の処理時間がかかっていたが、Aquarius においては 240 GPU(NVIDIA 

TESLA A100)においてリアルタイムの計算を実現している。これはハードウェア自体の進化に加

えて、AMRの導入や通信最適化などアルゴリズムの改良によって初めて可能となったものである。 

 

３.２． 高解像計算の結果 

本研究で行った 1m 解像度の計算と 4m 解像度の計算結果の違いについて示す。 

 

    

図４: 地表面高さ 5m地点における鳥瞰図。(a)4m 解像度の風況場、(b)1m 解像度の風況場。 

(c)4m 解像度の汚染物質濃度、(d)1m 解像度の汚染物質濃度。 

 

図４は 1m 解像度と 4m 解像度における、風況場および汚染物質拡散の鳥瞰図である。図から明

らかなように、特にビル密集地帯における風の流れが大きく異なっていることがわかる。同様に

(a) (b) (c) (d) 
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汚染物質の分布も異なる。文献 1では 2m 解像度のアンサンブル計算を実行し、そのアンサンブ

ル平均を行うことで予測精度を向上しているが、1m 解像度の計算によってさらなる予測精度の

向上が期待される。しかしながら、現在の計算機では 1m 解像度のアンサンブル計算はリアルタ

イムで実行することは出来ない。1m解像度のアンサンブル計算をリアルタイムで行うためには、

Frontier のような世界最大規模の計算機が必要と考えられることから、現在、Frontier に採用

されている AMD GPU での最適化も同時並行して進められている。また、データ同化の精度を高め

るためのパーティクルフィルタ法やアンサンブルカルマンフィルタ法の導入 7も進められており、

今後さらなる予測精度の向上が期待される。 

 

４．まとめ 

本研究では、都市風況予測シミュレーションコード CityLBM の Wisteria/BDEC-01 データ・学

習ノード群(Aquarius)における大規模並列性能測定を行った。強スケーリング性能測定において

は、40 GPU から 360 GPU (Aquarius 全系)までの強スケーリングで、5.6 倍の高速化という良好

なスケーリングを実現した。Aquarius を始めとする 1 ノードに多数の GPU を搭載するノード構

成に対応するため、2 次元のプロセスマッピングを行い、ノードを跨ぐ通信量を最小化した。こ

の実装により、360 GPU 並列計算では 1.15 倍の高速化が達成された。これまでのリアルタイム

計算は、P100や V100 GPU において、4km四方の 4m 解像度または 2m 解像度が限界であったが、

今回の大規模計算により、Oklahoma City の 5.7km四方のエリアに対し、1m 解像度の都市風況シ

ミュレーションをリアルタイムで実現出来た。今後は、Frontier をはじめとする異なる GPU ス

パコンへの移植や、より大規模かつ高精細なシミュレーションの実現およびデータ同化手法の高

度化等による予測性能向上などが期待される。 
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大学院工学系研究科「材料量子モデリング入門」 

渡 邉 聡 

東京大学大学院工学系研究科マテリアル工学専攻 

 

１．はじめに 

 2022 年度 A1A2 タームに開講した「材料量子モデリング入門」（「日韓遠隔講義Ⅷ」）は、ソウル

国立大学（以下、「ソウル大」と記す）材料系専攻の HAN Seungwu教授と私が共同で担当して 2018

年度 S1S2タームにはじめて開講され、2020 年度が 2回目、今回が 3回目の開講となる。情報基

盤センターのスーパーコンピュータを利用した実習を含めて実施したので、本誌において実施報

告をさせていただく。なお、2018 年度 1、2020年度 2の講義についても本誌に報告記事が掲載さ

れているので、興味のある方は参照されたい。 

 

２．講義概要 

東京大学大学院工学系研究科はソウル大工科大学との間で 2007 年度から遠隔講義を実施して

いるが、「材料量子モデリング入門」では、両校の教員が半分ずつ分担することで教員の負荷を

軽くするとともに、海外大学教員による講義という従来の遠隔講義の魅力は残しつつ、半分は目

の前で受講することで受講生のモチベーションを高めることをねらっている。2020 年度はコロ
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1 渡邉聡、スーパーコンピューティングニュース Vol．20、No．6、pp．55-58 (2018)。 
2 渡邉聡、スーパーコンピューティングニュース Vol．23、No．1、pp．44-47 (2021)。 
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表１：講義日程および内容。 

*は相手校において講義をしたことを示す。 

回数 日程 担当教員 講義内容 

1  10/11 渡邉 講義（序論、量子力学の復習、分子軌道法の概要） 

2  10/18 渡邉* 講義（密度汎関数法の概要） 

3  10/25 HAN 講義と実習（基礎的な概念の解説、ソフトウェアの使い方） 

4  11/8 HAN 講義と実習（エネルギーバンド構造） 

5  11/15 HAN 講義と実習（結晶中の欠陥の電子状態） 

6  11/22 渡邉 講義（様々な系のモデリング法、原子ダイナミクスの計算法） 

7  11/29 渡邉 講義（前回までの補足、量子モデリングの将来展望） 

8  12/6 HAN* 講義と実習（スピンおよび磁性） 

 

 なお、HAN 教授担当講義の一部は過去の講

義の録画を配信する形で行った。それ以外の

部分はソウル大のティーチングアシスタン

ト（TA）による実習課題の説明も含め Zoom で

録画し、講義後に Google Drive にアップロ

ードして両校の受講者が後日視聴できるよ

うにした。また、講義は実習の説明を含めて

すべて英語で行い、講義資料もすべて英語で

作成したが、実習に関する質問は日本語でも

受け付けた。渡邉担当分では問題に対する解

答を記述させるレポートを毎回、HAN教授担当分については計算機シミュレーションした結果を

まとめるレポートを計 2回出題した。 

 

３．実習実施内容について 

既述のように東大の受講生は情報基盤センターのスーパーコンピュータを利用して実習を行

ったが、2018 年度は Reedbush-U、2020 年度は Reedbush-H、今回は Wisteria-O と、毎回違うシ

ステムを利用することになった。密度汎関数法計算の実習には、2018 年度・2020 年度と同様に

世界的に広く使われている VASP（Vienna Ab initio simulation package）を使用した。VASPの

ライセンスは有償であるが、担当教員がライセンスを所有していて受講生がプログラムをコピー

できない形で教育目的に使用する場合には、開発元に概要を通知した上で無料で利用できる。こ

の科目用の Wisteria-O アカウントを東大側担当教員と受講生だけでなく講義補助者（助教およ

び TAの分も発行してもらい、助教のアカウントのディレクトリに VASPのバイナリーファイルを

置き、履修者にはこのファイルの実行権限のみ与える形（すなわち自分のディレクトリへのコピ

ーはできない形）で実習を行った。 

さて、上記の形での VASPの利用は 2018年度・2020 年度と同じなのだが、実は Wisteria-O上

で「履修者には VASP 実行ファイルの実行権限のみ与え、このファイルをコピーすることはでき

ないようにする」という設定が当初うまくできず、苦労した。情報基盤センターに何度か質問し

た結果、富士通コンパイラでアプリケーションを構築した場合にはデフォルトでラージページ機

図１: HAN 教授の東大での講義風景。 

写真ではわかりにくいが、スクリーン右上にソウル

大と東大の講義室の様子を撮影した画像が見える。 
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能が有効となり、ラージページ機能を使用する場合は実行モジュールに対する read 権が必要と

なっていることが所望の設定ができない原因と判明した。そして、回避策としてジョブスクリプ

ト内での環境変数の設定によりラージページ機能を無効化する方法を教えてもらい、所望の設定

をすることができた。 

実習において前処理・後処理、ジョブ投入等を行うため、2020年度と同様に学生各自のノート

PCに以下のプログラムをインストールしてもらうようにした。 

（１）原子配置等の可視化プログラム VESTA3 

（２）SSHクライアントプログラム PuTTy4（Windows ユーザーのみ） 

（３）ファイル転送プログラム WinSCP5（Windowsユーザーのみ） 

ソウル大側受講生とは利用している計算機システムが異なるため、ソウル大 TA が作成した前

処理・後処理用の Pythonコードが Wisteria-O上でうまく動作しない可能性があることは前 2回

に経験していたので、今回も事前に動作チェックをし、必要な場合には修正を施したコードを受

講生に配布した。 

 

４．講義を終えて 

履修登録者数は 2018 年度 10 名、2020 年度 22 名、今回 15 名だった。また単位取得者数は、

2018 年度 6 名、2020 年度 8 名、今回 8 名だった。これまでと同様に工学系研究科マテリアル工

学専攻所属の受講者が多かったが、同電気系専攻、機械工学専攻、物理工学専攻、情報理工学系

研究科システム情報学専攻所属の受講者もいた。また、2020 年度は聴講のみして単位を取得し

なかった者が相当数いたが、今回は最初の 1～2 回のみ出席した学生が若干名いた他は出席した

学生全員が単位を取得した。この違いは、2020 年度は実習におけるトラブルもメールや Google

フォーム等によりオンラインで対応したのに対し、今回は実習時間中に TA や助教に質問してト

ラブルを解決できたことによるものと思う。なお、ソウル大側の受講者数は東大側の約 2倍であ

り、これは過去 2回と同様であった。 

最終回に Google フォームで受講者に対して行ったアンケートの結果を表 2 に示す。回答者総

数は 14名で、受講者の約半数だった。また回答者の東大生/ソウル大生比率は受講者の比率と同

様、ほぼ 1対 2だった。本講義のような海外大学との合同講義については、意義が大きいという

声が多かった。海外大学の教員の講義を受けられるという点以外に、相手校の受講生の質問に刺

激を受けた、2人の教員の講義により同じ内容を異なる視点から見ることができたところがあっ

た、といった声があった。講義の時間帯や回数等が変則的である点については、あまり問題でな

 
3 https://jp-minerals.org/vesta/jp/ 
4 https://www.chiark.greenend.org.uk/~sgtatham/putty/index.html 
5 https://winscp.net/eng/docs/lang:jp 

 評点の意味 1点 2点 3点 4点 平均 

合同講義の意義 小さい⇔大きい 1名 1名 5名 7名 3.29点 

変則的開講 障害⇔問題無し 0 4 5 5 3.07 

休暇中に集中開催 良くない⇔良い 2 5 3 4 2.79 

表２: 受講者へのアンケートの結果。 

評点の意味は、例えば「合同講義の意義」の場合、意義が小さければ 1 点、大きければ 4 点としている。 
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いと感じている受講生が多かった。大学院生なので変則的な形にも対応しやすいという声もあっ

た。ただし、履修登録したのに実際には受講しなかった学生や、本講義を履修登録しなかった学

生にとっては変則的な開講時間がネックだった可能性は否定できない。なお、学期中に今回のよ

うな形で開講するのと夏季・春季の休暇期間に集中的に開講する形のどちらが良いかという点に

ついては、意見が割れた。 

アンケートの自由記述欄に書かれた意見を読んで、反省すべき点が２つあったことに気づいた。

1点目は音声に関することである。各回の講義開始時と休憩時間後には相手側に音声がクリアに

届いているかソウル大側 TA に確認したのだが、音声が聞きづらい時があったとの意見が複数あ

った。もっと早くに気づいていれば原因究明や対策ができたかもしれない。2点目は、実習に関

することである。ソウル大側 TA が自分で実習内容を実行しながら説明してくれたのだが、作業

に大変習熟しているために進み方が速かったこと、東大側とは用いている計算機が異なるために

作業の細部に違いがあることの 2点で東大側受講者から不満の声があった。後者の点については

両校の受講者が同じ計算機を使うのが最善の解決法であり、次回また本講義を開講するチャンス

があった際には、ソウル大生にも東大の情報基盤センターのスパコンを利用してもらうことを

HAN教授に強く勧めたいと思う。 

以上に加え、相手校の学生と交流する内容が無くて残念だったとの意見もあった。本講義では、

多くの受講生にとって内容が高度なものであるため、各自に実習で理解を深めてもらうところま

でしか考えていなかったが、この指摘はもっともであり、両校の学生が共同作業するような課題

を盛り込むと、一層意義の大きな内容になったかと思う。次に開講する機会があれば、この点も

ぜひ検討したい。 

 

謝辞 

本講義の実施に際しては、HAN Seungwu教授に多大な協力をいただいた他、東京大学情報基盤

センターの職員の皆様、工学系研究科附属国際工学教育推進機構杉浦仁美特任専門員、同研究科

マテリアル工学専攻清水康司助教、および TA の大野雅央さん（東大）、DOU Ying さん（東大）、

JUNG Jisuさん（ソウル大）、AN Hyungminさん（ソウル大）に大変お世話になった。記して感謝

の意を表する。 
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  2  

 

1  
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2  

  1 2 3 4 5 

a    1 17 2  

b    2 14 4  

c    4 14 2  

d    1 16 3  

e    2 8 6 4 
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第 197 回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会 

「第 6回 GPU ミニキャンプ」 

下川辺 隆史 

東京大学情報基盤センター 

 

 2022 年 12 月 12 日（月）、19 日（月）の 2週にわたり、Zoom と Slack を用いてオンラインに

て、第 197 回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会「第 6回 GPU ミニキャンプ」が

開催されました。 

 本講習会では、既存の CPU シミュレーションコードを GPU 化する方や、既存の単体 GPU コー

ドを複数 GPU コードにする方などを対象に、東京大学情報基盤センターに設置されたスーパー

コンピュータ Wisteria/BDEC-01 を活用した実践を行いました。ミニキャンプは参加者がコード

やデータセットを持ち込み、各自のペースで GPU 化や GPU 利用効率向上などを実践する形で進

行します。情報基盤センター教員に加えて、GPU のスペシャリストがメンターとして参加し、

受講者はコードの GPU 化や利用率向上の作業を進めるにあたり随時相談することができます。 

 東京大学情報基盤センターと筑波大学計算科学研究センターが共同で運営する最先端共同

HPC 基盤施設（JCAHPC）では、Oakforest-PACS システム（OFP）の後継機種 OFP-II を 2024 年 4

月に運用開始予定です。スパコンへの性能要求とともに省電力、脱炭素化という昨今の状況を

考慮すると、GPU 等の演算加速装置の導入は不可避と考え、OFP-II は GPU 搭載ノードを中心と

したシステムとする予定です。本講習会は、GPU を搭載した OFP-II への移植に向けた GPU ミニ

キャンプ第一弾で、今後同じような GPU ミニキャンプを OFP-II 運用開始まで数ヶ月に一度の頻

度で開催予定です。 

 本講習会は、東京大学情報基盤センター、エヌビディア合同会社、PCクラスタコンソーシア

ム（実用アプリケーション部会）の共催、プロメテック・ソフトウェア株式会社の後援で開催

され、下記の皆様にメンターとしてご協力いただきました（敬称略）。 

• 丹 愛彦：エヌビディア合同会社 HPCソリューションアーキテクト 

• 佐々木邦暢：エヌビディア合同会社 シニアソリューションアーキテクト 

• 廣川祐太：株式会社 Preferred Networks エンジニア 

• 星屋隆之：プロメテック・ソフトウェア株式会社 SVP 兼 技術グループ長 

• 南 将平：プロメテック・ソフトウェア株式会社 HPC システムエンジニア 

• 大友広幸：東京工業大学 横田理央研究室 博士課程 3年 

• 額田 彰：筑波大学 計算科学研究センター 教授 

• 小林諒平：筑波大学 計算科学研究センター 助教 

• 大島聡史：九州大学 情報基盤研究開発センター 准教授 

 本講習会のスケジュールは表 1 の通りです。本講習会では、オンラインで、まず座学を行い、

その後はメンターと相談をしながら各チームで作業を進めていきました。本ミニキャンプでは、

各チームでの実践時間を多く取るため、講習会１日目と 2日目を 1週間空けて開催しました。

講習会開催日に挟まれた中日は原則各チームで実践し、ベストエフォートでメンターによる対
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応を行いました。図１は講習会最後に撮影した集合写真です。受講者には実習で使用した

Wisteria/BDEC-01 を受講後 1ヵ月間利用できるお試しアカウントが与えられます。 

 

 

表１ スケジュール 

日付 時間 内容 

12 月 12 日 10:00 - 10:30 Wisteria/BDEC-01使い方講座 

 10:30 – 11:00 自己紹介と目標設定など 

 11:00 – 16:50 実践（適宜自由に休憩） 

 16:50 – 17:00 事務連絡・終了 

12 月 13日–18日  各チームで実践 

12 月 19 日 10:00 – 10:30 事務連絡・情報交換 

 10:30 – 16:00 実施（適宜自由に休憩） 

 16:00 – 16:50 実施内容の紹介 

 16:50 – 17:00 事務連絡・終了 

 

 

 

図 1 講習会の集合写真 
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 今回の講習会では、合計 9チーム 23 名の事前申込があり、申込者全員が受講しました。受講

者の内訳は、大学・研究機関教職員：18 名、大学院学生：5名でした。講習会終了後に実施し

たアンケートの質問項目と回答の人数分布は表 2 の通りです。 

 

 アンケート集計結果やアンケートの自由回答を見ると、OpenACC に関するドキュメント、

OpenACC を体系的にまとめた資料、基礎的なものから応用的なものまで取り扱った OpenACC の 

サンプルコード、などの要望がありました。OFP-II への移植に向けた GPU ミニキャンプという

観点からも、OpenACC関連の資料の整備に力を入れていきたいと思います。 

 

 表２ アンケート集計結果の人数分布と平均 

 あり なし 

並列プログラミング経験 11 3 

GPU プログラミング経験 5 9 

 オンラインが良い 現地開催が良い どちらでも良い 

オンラインと現地開催 7 2 5 

 評点 1 2 3 4 5 平均 

講習会時間 短い <-> 長い   14   3.0 

講習会講義内容（プレゼン） 簡単 <-> 難  2 9 2 1 3.1 

配布資料内容 簡単 <-> 難  3 9 1 1 3.0 

サンプルプログラム内容 簡単 <-> 難 1 2 10  1 2.9 

満足度 不満 <-> 満足  1 2 7 4 4.0 
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第 198 回「OpenFOAM 中級・3次元ダムブレイク解析」実施報告 

今野 雅 

東京大学情報基盤センター客員研究員 

 
 2023 年 1 月 17 日（火）， PC クラスタコンソーシアム（実用アプリケーション部会・HPC オ

ープンソースソフトウェア普及部会）、オープン CAE 学会との共催で，第 198 回お試しアカウン

ト付き並列プログラミング講習会「OpenFOAM 中級・3次元ダムブレイク解析」がオンラインで

開催された。本講習会は，センターに設置されたスーパーコンピューター(以降，スパコン)の

利用促進とスパコンを用いた数値流体解析の普及を目的として実施されたものである。なお，

本講習会はセンターのお試しアカウント付き並列プログラミング講習会として行われた 24 回

目の OpenFOAM の講習会である。受講者は，大学院学生 3名，学部学生 1名，企業の方 3名であ

り，事前申込者 11 名，受講者合計は 7 名であった。センターが運営するスパコン

Wisteria/BDEC-01 を用い， Wisteria/BDEC-01 の概要，利用方法，OpenFOAM の演習が 1日終日

の日程で行われた。当日のプログラムを表 1に掲載する。なお，講習会終了後約 1ヶ月有効な

お試しアカウント(Wisteria-O，最大ノード数 12，最大実行時間 15 分)が受講者に与えられた。  

 

表 1 講習会プログラム 

【2023 年 1月 17 日（火）】 

10：00 - 12：00 講習会の準備・概要説明 

  10：00 イントロダクション 

  10：15 スーパーコンピュータへのログイン・環境設定 

  10：43 講習会の準備 

  11：13 module による OpenFOAM の環境設定・質疑 

13：00 - 18：00 3 次元ダムブレイク解析演習 

  13：00 解析対象(Kleefsman らによる段波・構造物衝突流れ実験) 

  13：13 OpenFOAM の二相流解析ソルバの概要 

  13：25 解析ケースの作成 

  13：34 解析手順 

  13：40 ベース格子生成・領域分割 

   14：35 休憩 

  14：45 ParaView による OpenFOAM データ可視化 

  14：54 ベース格子の可視化 

  15：15 格子生成 

  16：04 最終格子の可視化 

   16：12 休憩 

  16：28 初期値設定 

  16：36 解析条件の設定 

  17：11 流体解析 

  17：17 圧力時系列の実測値との比較 

  17：22 解析結果の可視化 

  17：26 液面の可視化動画の作成 

  17：33 解析演習・質疑 
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講習会終了後のアンケート集計結果(回答数 8)を表 2に示すが，参加した満足度の平均は 5点

満点中，4.71 と高かった。また，参加者から表 3〜5に示すご意見を頂いたので，今後の講習

会の参考にしたい。 

 

表 2 アンケート集計結果 

評

点 
講習会の時間 

講習会の講義内容 

(プレゼン) 
配布資料の内容 

サンプルプログラム 

内容 
参加した満足度 

1 短い 0 簡単 0 簡単 0 簡単 0 不満 0 

2  1  1  1  1  0 

3 適切 5 適切 5 適切 4 適切 5 普通 0 

4  1  1  2  1  2 

5 長い 0 難 0 難 0 難 0 満足 5 

 平均 3.00 平均 3.00 平均 3.14 平均 3.00 平均 4.71 

 

表 3 Zoom によるオンライン講習会で良かったこと(原文ママ) 

• 移動時間が無く、海外からも参加できるので、大変助かります。 

• 資料に書いてない知識なども口頭で説明いただける点 

• 移動する必要がないため受けやすい。 

• 質疑応答が素早い 

• 気軽に参加できてよかったです。 

• 画面が見やすかったです。  

 

表 4 Zoom によるオンライン講習会で悪かったこと(原文ママ) 

• 勝手に発言される方がいるので、ルールの厳格化をお願いしたいです。 

• 既に知っている内容の説明を飛ばすことができなかった点 

• 質問の挙手率が低い 

 

表 5 本講習会に対するご意見(原文ママ) 

• 大変勉強になり、OpenFOAM に関する理解が深まりました。ありがとうございました。 

• とても面白かったです． 

 

最後に，本講習会の資料や演習用ケースファイル，動画については講習会の WEB ページ

(https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/events/lectures/198/)から閲覧できるので参照頂きたい。 
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(https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/events/lectures/198/)から閲覧できるので参照頂きたい。 
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